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要約 

VMware Cloud Foundation™ on Dell EMC™ VxRail™は、単一の包括的な
自動化されたプラットフォームでハイブリッド クラウドと Kubernetesをクラウド スケー
ルで活用するためのシンプルでダイレクトな方法を提供します。VMware Cloud 
Foundation on VxRailを導入することより、お客様は、HCI インフラストラクチャ レ
イヤーと VMware クラウド ソフトウェア スタックの両方とのフルスタックの統合を実現
することができます。自動化されたライフサイクル管理が単一の完全なターンキー ハ
イブリッド クラウド エクスペリエンスとして提供され、リスクを大幅に低減し、IT運用の
効率を向上させることができます。VxRail HCIシステム ソフトウェアが SDDC 
Manager と VxRail Managerの独自の統合を実現し、運用の透明性に加え、
VMware Cloud Foundationを他のインフラストラクチャに導入した場合には見ら
れない自動化、サポート、保守機能を提供します。 
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概要 
「はじめに」では、VMware SDDCおよび VMware Cloud Foundationソリューションに関連する、ビジ
ネスにおける ITに関する課題とトレンドの概要を説明します。詳細については、付録 B：ビジネスにおけ
る ITに関する課題とトレンド、付録 C：VMwareソフトウェアデファインド データ センター（SDDC）、
付録 D：VMware Cloud Foundationを参照してください。 

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、ネイティブの VxRailハードウェアとソフトウェア
の機能と VxRailの固有の統合（vCenterプラグイン、フルスタック統合など）を駆使した完全統合プ
ラットフォームを通じて、ハイブリッド クラウドを活用するための最もシンプルな方法を提供し、フル スタック
統合によるターンキー ユーザー エクスペリエンスを提供します。お客様は、フルスタック統合により、HCIイ
ンフラストラクチャ レイヤーとクラウド ソフトウェア スタックの両方を単一の完全かつ自動化されたライフサイ
クル ターンキー エクスペリエンスとして体験できます。  

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、お客様のパブリック クラウド プラットフォームと
プライベート クラウド プラットフォームを共通の運用モデルと管理フレームワークのもとで統合する、一貫性
のあるハイブリッド クラウド エクスペリエンスを提供します。お客様は、パブリック プラットフォームとプライベー
ト プラットフォームの両方を、同じツールとプロセスのセットを使用し、両方のプラットフォームにまたがる単
一の管理ビューとプロビジョニングのエクスペリエンスで運用することができます。また、従来のレガシー アプ
リケーション、仮想デスクトップを含むさまざまなワークロード、さらに人工知能や機械学習、クラウド ネイ
ティブのワークロードやコンテナー ベースのワークロードを含む次世代ワークロードを作成、実行、管理でき
ます。バージョン 4.0以降から使用可能になった VMware Cloud Foundation with Tanzuは、
Kubernetesを vSphereハイパーバイザーに直接統合することによって実現した注目のアーキテクチャ 
アップグレードです。  

Cloud Foundationは VxRail上に完全なソフトウェアデファインド データ センターを構築することができ
ます。これは SDDC Manager と VxRail Managerのソフトウェア統合によって可能になったものです。
SDDC Managerは、vCenter、NSXおよび VxRailの ESXiレイヤーと vSANレイヤーの上にある
vRealize Suite コンポーネントの一部の導入、構成、ライフサイクル管理をオーケストレーションします。
これにより、VxRail クラスターはワークロード ドメインのリソース プラットフォームとして、またはマルチクラス
ターのワークロード ドメインとして機能します。また、組み込み型のネイティブ Kubernetesオーケストレー
ションにより、コンテナー ベースのワークロードに対して VMware Tanzuを自動的に有効化することもで
きます。VxRail Managerは、SDDC Manager管理エクスペリエンスと統合され、ESXi、vSAN、HCI
インフラストラクチャ ハードウェアのファームウェアの導入、構成、ライフサイクル管理に使用されます。
VxRail ライフサイクル管理は、VxRail Managerを使用してネイティブに実行される、完全に統合され
たシームレスな SDDC Managerオーケストレーションを使用することによって実現します。 

VMware Cloud Foundation on VxRailに統合された、標準化されたハードウェアおよびソフトウェア 
アーキテクチャにより、お客様は異機種混在ワークロードを作成することができます。SDDC Managerを
使用してネイティブの VxRail クラスターに基づいたインフラストラクチャ ビルディング ブロックを作成し、段
階的にスケールアップとスケールアウトを行うことができます。 

VxRail Managerは、SDDC Manager と vCenterに統合された自動化、ライフサイクル管理、サポー
ト、保守機能を提供し、VMware Cloud Foundation管理エクスペリエンスを拡張して運用をシンプル
にします。HTML5プラグインを使用することによって VxRail Manager機能を vCenterで使用できるよ
うになります。  
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VMware Cloud Foundation on VxRailのライフサイクルにおけるパッチ適用とアップグレードはすべて
SDDC Managerを使用してオーケストレーションされます。この監視の一環として、SDDC Manager
は、新しい VxRail と VMware Cloud Foundationのアップデートがダウンロード可能になったことを自
動的に検出し、その旨をユーザー インターフェイス内で管理者にプロアクティブに通知します。アップデート
はすべて SDDC Managerによってスケジューリング、実行、オーケストレーションされますが、統合 API
を使用して SDDC Managerまたは VxRail Managerのいずれかで実行することもできます。  

Dell EMCでは、最新世代の Dell EMC PowerEdgeサーバー プラットフォームを使用した、HCI向け
に特別に構築したナンバーワンのハイパーコンバージド インフラストラクチャ ポートフォリオを提供していま
す。このポートフォリオのカスタマイズされた優れたパフォーマンスと信頼性は、あらゆるワークロードに対応
可能です。また、高度なアプローチでインテリジェントな導入と運用を実現し、ITをシンプルにし、加速さ
せます。最新世代の PowerEdgeサーバーに搭載された Dell EMC HCIは、ソフトウェアデファインド 
データ センターのプロジェクトに最適な基盤を提供するパワフルな専用プラットフォームです。 

新しいユース ケースが現れて広がっていく中で求められるさまざまな要件に細かく対応するため、さまざま
な処理能力、メモリー、キャッシュ構成に対応した VxRail ノードが提供されています。要件が増加しても
容易にプラットフォームを細かく段階的にスケールアップまたはスケールアウトできます。   

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、お客様の既存のネットワーク インフラストラク
チャを活用するノードのクラスターとして、または統合ネットワーキング機能を備えている統合ラック システ
ムもしくは備えていない統合ラック システムとして提供されます。Dell EMCが提供するラック アセンブリー 
サービスを使用すると、お客様が選択したラックおよびネットワーク コンポーネント オプションを使って構築
した VxRail ラック統合システムの提供を受けることができます。 

Dell EMC Servicesでは、幅広い統合サービスおよびインプリメンテーション サービスを提供し、
VMware Cloud Foundation on VxRailの導入を加速します。Dell EMC Servicesは、IT組織が
VMware Cloud Foundation on VxRailのハードウェアとソフトウェア コンポーネントを導入するととも
に、この統合クラウド プラットフォームを自社のアプリケーション ポートフォリオ、運用モデル、エンタープライ
ズ インフラストラクチャに統合して IaaSを実現し、迅速に投資の価値を実現する手助けをします。 

お客様は、Dell EMCを単独のベンダーとしてサポート エクスペリエンスを受けるという形から、ネットワーク 
スイッチやラックについて Dell EMC、VMwareおよび他のベンダーからサポートを受けるという形まで、自
社のビジネス モデルに合ったサポートとメンテナンスのオプションを選択することができます。Dell EMCの
サポートは、顧客満足度で 95%を超える高い評価を受けており 1、いくつもの賞を受賞しています。 

VxRail Managerは、Dell EMC Secure Remote Services（SRS）およびその他の Dell EMCサ
ポート関連プラットフォームと統合されており、オンライン チャット サポートを受けたり、VxRail Manager 
vCenterプラグインからサービス リクエストを出したりすることができます。また、このプラグインは、Dell 
EMCナレッジベース記事を読むことができる VxRail Communityのページへのリンクと FAQ と VxRail
のベスト プラクティスを参照できるユーザー フォーラムへのリンクを提供します。 

このレポートでは、より詳しい情報の参照先を掲載しているほか、付録では SDDCで使用される
VMware製品についての追加の詳細を記載しています。 

  

 
1 http://i.dell.com/sites/doccontent/business/solutions/brochures/en/Documents/prosupport-
enterprise-suite-brochure.pdf  

http://i.dell.com/sites/doccontent/business/solutions/brochures/en/Documents/prosupport-enterprise-suite-brochure.pdf
http://i.dell.com/sites/doccontent/business/solutions/brochures/en/Documents/prosupport-enterprise-suite-brochure.pdf
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はじめに 
情報技術（IT）部門は、新しいアプリケーションを市場に出し、競合他社に勝つためにテクノロジーでイ
ノベーションを起こすこと、そして、より多くの選択肢を利用してより迅速にそれを達成することを求められ、
大きなプレッシャーを受けています。同時に、コンプライアンスの一層の徹底、セキュリティの向上、コストの
削減、効率性の向上も求められています。これらの問題を解決するために、モダン データ センターは、コ
ンバージド インフラストラクチャ、ハイパーコンバージド インフラストラクチャ、仮想化インフラストラクチャ、ソ
フトウェアデファインド インフラストラクチャ、パブリック クラウド ソリューションおよびハイブリッド クラウド ソ
リューションを指向しています。これらの問題の詳細については付録 B：ビジネスにおける ITに関する課
題とトレンドを参照してください。 

モダン データ センターについて VMwareがビジョンとして提示しているのはソフトウェアデファインドの標準
化されたアーキテクチャです。管理、モニタリング、運用が容易な、完全に統合されたハードウェアとソフト
ウェアのスタックです。ソフトウェアデファインド データ センター（SDDC）向けの VMwareアーキテクチャ
は、ハイブリッド クラウドを実行して独自の機能を活用することにより、高い効率性、俊敏性、セキュリティ
をもたらす重要な成果を上げる力を企業に提供します。VMware SDDCは VMware vSphere®、
VMware vSAN®、VMware NSX® に基づいてコンピューティング、ストレージ、ネットワークの仮想化を
SDDCに提供するとともに、VMware vRealize® Suiteに基づいて追加のクラウド管理、セルフサービ
ス、自動化、インテリジェントな運用、財務面での透明性を提供します。詳細については、付録 C：
VMwareソフトウェアデファインド データ センター（SDDC）を参照してください。 

VMware Cloud Foundationは、統合クラウド インフラストラクチャ（vSphere コンピューティング、
vSANストレージ、NSXネットワーキングおよびセキュリティ）とクラウド管理サービス（vRealize Suite
を使用）を提供し、仮想マシンとして導入された従来のアプリケーションや VMware Horizon仮想デス
クトップから、Kubernetesを使用したコンテナー型クラウド ネイティブ アプリケーションまで、さまざまなタイ
プのエンタープライズ アプリケーションをプライベート環境とパブリック環境の両方で実行します。VMware 
Cloud Foundationは、データ センター内部の旧来の管理面でのサイロ化を解消する助けとなり、コン
ピューティング、ストレージ、ネットワーク プロビジョニング、クラウド管理を統合してアプリケーションの導入に
対するエンドツーエンドのサポートを容易にします。VMware Cloud Foundationの SDDC Manager
コンポーネントは、標準化されたハイパーコンバージド アーキテクチャに基づいて完全なソフトウェアデファイ
ンド データ センターのライフサイクル管理を自動化します。VMware Cloud Foundationは、広範なサ
ポート対象ハードウェアにオンプレミスで導入することも、パブリック クラウドでサービスとして利用することも
可能です。ネイティブ ソフトウェア プラットフォーム アーキテクチャ、主要な特長と機能、SDDC 
Manager、ワークロード ドメインを使用したリソース管理、デュアル リージョンと複数の可用性ゾーンのサ
ポート、ハイブリッド クラウドを実現する方法の詳細については付録 D：VMware Cloud Foundation
を参照してください。 

デル・テクノロジーズは、モダン データ センターについての VMwareのビジョンを共有し、そのビジョンをイン
フラストラクチャに展開します。データ センターのモダナイゼーション、またはマルチ クラウドの IT環境の構
築を進めるための主要なテクノロジーとして VMwareを選択いただいたお客様に向けて、Dell EMC
は、自動化、広範囲な検証、ドキュメント化したガイドの提供を通じて VMware SDDCを迅速に実現
する方法を提供しています。  

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、ネットワーキングとトポロジーの柔軟性を維持
しながら、ハイブリッド クラウドおよび Kubernetesをクラウド スケールで活用するためのシンプルでダイレク
トな方法を提供します。VMware Cloud Foundation on VxRailは、ネイティブの VxRail と VMware 
Cloud Foundationの機能に基づいて構築されています。さらに Dell EMC と VMwareが共同開発し
た固有の統合機能を備えています。他の VMware Cloud Foundationインフラストラクチャでは提供さ
れないサポートと保守の機能を含むこの統合機能は、導入から Day 2運用までの SDDC運用をシン
プルにし、合理化、自動化します。 
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VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRail  
VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは従来の方法を根本から変革する製品であり、
デル・テクノロジーズ独自の差別化ソリューションです。VxRail HCIシステムの上で実行される統合型の
VMware Cloud Foundationスタックであり、ハードウェアとソフトウェアの自動化されたライフサイクル管
理と VMware SDDCの完全に自動化された導入を実現するとともに、一元的かつ包括的でシームレ
スなユーザー エクスペリエンスで柔軟なトポロジーとネットワーキングをお客様に提供します。 

VMware Cloud Foundationは Dell EMC VxRail APIを使って VxRailの高付加価値機能を利用
します。VMwareでは、ノードのクラスターから統合ラック製品まで、さまざまな導入オプションを提供する
とともに、Dell EMCの統合メリットをもたらす柔軟なネットワーキングなどのコアな VxRail機能と緊密に
連携したアーキテクチャ アップデートをプラットフォームに対して行ってきました。 

 

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、ネイティブの VxRailのハードウェアとソフトウェ
アの機能とその他の VxRailの固有の統合機能（vCenterプラグイン、SDDC Manager と VxRail 
Managerの統合、Cloud Builderに組み込まれた VxRailアーキテクチャ対応など）を駆使した完全
統合プラットフォームを通じて、ハイブリッド クラウドを活用するためのシンプルでダイレクトな方法を提供
し、フル スタック統合とターンキー ハイブリッド クラウド ユーザー エクスペリエンスを提供します。フルスタック
統合とは、お客様が HCI インフラストラクチャ レイヤーとクラウド ソフトウェア スタックの両方を単一の完全
かつ自動化されたライフサイクル ターンキー エクスペリエンスで使用できることを意味します。このプラット
フォームはハイブリッド クラウドの運用ハブとして機能し、コンピューティング（vSphere と vCenter）、ス
トレージ（vSAN）、ネットワーク（NSX）、セキュリティ、クラウド管理（vRealize Suite）、コンテ
ナー ベースのクラウド ネイティブ プラットフォーム サービス（VMware Tanzu）の一連のソフトウェア デ
ファインド サービスをプライベート環境とパブリック環境の両方で提供します。これにより、図 1 に示すよう
に、お客様のハイブリッド クラウドの運用ハブとなります。 

 

図 1： お客様のハイブリッド クラウドの運用ハブ 

ハイブリッド クラウド
向けの運用ハブ 
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一貫性のあるハイブリッド クラウド プラットフォーム 

一貫性のあるハイブリッド クラウドは、レガシーからモダン アプリケーションとマルチクラウドへのトレンドの
中で取り上げたマルチクラウドの複雑さに対応するためのアプローチとして市場に現れた新しいパラダイ
ムです。 

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、お客様のパブリック クラウド プラットフォームと
プライベート クラウド プラットフォームを共通の操作環境と管理フレームワークのもとで統合する、一貫性
のあるハイブリッド クラウドを提供します。お客様は、パブリック プラットフォームとプライベート プラットフォー
ムの両方を、同じツールとプロセスを使用し、両方のプラットフォームにまたがる単一の管理ビューとプロビ
ジョニングのプロセスで運用することができます。この整合性により、アプリケーションの移植性を簡単に実
現できます。 

2019年 4月の IDCホワイトペーパーによると、一貫性のあるハイブリッド クラウド プラットフォーム（Dell 
Technologies Cloud）は、ネイティブのパブリック クラウドと比較して、5年間で最大 47%の節約を達
成しました。この評価は、現在、企業がクラウド インフラストラクチャに導入している一般的なアプリケー
ションを対象に行われたものです。2TCOは、VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailを
ベースにした Dell Technologies Cloud Platformに基づいています。VxRailは、成熟したハードウェア
および広く使われている VMwareスタックと管理ツールに基づいてビルドされており、組織内でスムーズに
複数のクラウド プラットフォームを導入する方法を提供します。この複数のクラウド プラットフォームをまたぐ
整合性こそが、一貫性のあるハイブリッド クラウド プラットフォームという次世代のハイブリッド クラウドを定
義する主な差別化要因です。 

 

Dell EMC VxRailは、Dell Technologies Cloud Platformの基盤です。Dell Technologies 
Cloudは、ハイブリッド クラウド環境の導入と管理をシンプルにするために設計された Dell EMC インフラ
ストラクチャと VMwareのパワーを組み合わせ、一連のクラウド インフラストラクチャ ソリューションを提供
します。  

Dell EMC VxRailは、Dell Technologies Cloud Platformが約束する統合ソリューションを提供する
ための基盤です。Dell EMC と VMwareは一体となって、コアからエッジ、そしてクラウドまで、お客様の
ワークロードが存在するあらゆる場所で一貫性のあるオペレーションとインフラストラクチャ エクスペリエンス
を提供します。シンプルさ、拡張性、パフォーマンスを提供し、ハイペースで進化を続ける VxRailは、
Dell Technologies Cloudの一部として、製品およびサービスの堅牢なエコシステム ポートフォリオの価
値を高め、IT トランスフォーメーションを組織全体で加速させるための力をお客様に提供します。 

VxRailは、新しいプラットフォームとより高速のネットワーク接続を提供してコアとなるデータ センターをモ
ダナイズしたり、VMware Cloud Foundation on VxRailを使用してハイブリッド クラウドを自動で迅速
に導入するなど、IT トランスフォーメーションを実現するための最も高速でシンプルな方法を提供します。 

Dell EMC VxRailのターンキー エクスペリエンスは、一貫性のある、密接に統合された VMware環境
を実現するためのソフトウェアとハードウェアのフル スタック統合から始まります。さらに VxRailは、VxRail 
HCIシステム ソフトウェアに基づいて、より高度に差別化された機能とメリットを提供します。これにより、
導入を自動化し、完全なライフサイクル管理を実現し、主要なアップストリームとダウンストリームの統合
ポイントを円滑化して、基盤としてより優れた真の統合エクスペリエンスを提供します。VxRailは
VMware と共同で開発した唯一の HCIシステムです。VMware との同期リリースをサポートしているた
め、お客様は最新の HCI とクラウド ソフトウェアのメリットをより早く利用できます。 

 
2 https://www.dellemc.com/en-us/collaterals/unauth/analyst-reports/products/dell-technologies-
cloud/idc-cost-benefits-analysis-of-dell-technologies-cloud-solution.pdf  

Dell EMC VxRail
による VMwareの
SDDC とハイブリッ
ド クラウドのビジョン
の補完 

https://www.dellemc.com/en-us/collaterals/unauth/analyst-reports/products/dell-technologies-cloud/idc-cost-benefits-analysis-of-dell-technologies-cloud-solution.pdf
https://www.dellemc.com/en-us/collaterals/unauth/analyst-reports/products/dell-technologies-cloud/idc-cost-benefits-analysis-of-dell-technologies-cloud-solution.pdf
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データ センターのモダナイゼーション、またはマルチ クラウドの IT環境の構築を進めるための主要なテクノ
ロジーとして VMwareを選択いただいたお客様に向けて、Dell EMCは、VMware SDDCを実現する
ための自動化された方法とガイドによる方法の両方を提供しています。  

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRail 
VMware Cloud Foundation on VxRailは、ネイティブの VxRail と Cloud Foundationの機能に基
づいて構築されています。さらに Dell EMC と VMwareが共同開発した固有の統合機能を備えていま
す。他の VMware Cloud Foundation インフラストラクチャでは提供されないサポートと保守の機能を
含むこの統合機能は、導入から Day 2運用までの SDDC運用全体をシンプルにし、合理化、自動化
します。 

VMware Cloud Foundation on VxRailによるフル スタック統合により、HCI インフラストラクチャと
VMware クラウド ソフトウェア スタックのライフサイクルの両方が、シームレスかつ完全な、自動化された
単一のターンキー ハイブリッド クラウド エクスペリエンスとして管理されるようになります。これにより、リスク
の大幅な低減と IT運用の効率向上を実現できます。VMware Cloud Foundation on VxRailは、
エッジ、プライベート、ネイティブ パブリック クラウドのワークロード導入オプションによって一貫性のあるインフ
ラストラクチャと一貫性のある運用エクスペリエンスを提供し、真のハイブリッド クラウド ソリューションを実
現します。 

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailでは、いくつかの納入方法をご準備しているほ
か、お客様ご自身のネットワーク、または Dellのネットワークを柔軟に使用することができます。 

• お客様が既存のネットワークキング コンポーネントを選び、お客様のラックに統合できるノードのク
ラスター。 

• 統合ネットワーキングが組み込まれ、お客様のサイトに納入される統合ラック システム。インフラス
トラクチャをお客様ご自身が構築しテストする時間を節約することができます。  

VMware Cloud Foundation on VxRailは、VMware SDDCのベスト プラクティスに基づいており、
同じアーキテクチャ設計方針に従ってイノベーションが行われる次世代 VMware クラウド テクノロジーに
対応し、将来にわたって使用できます。 

 

VMware Cloud Foundation on VxRailは、ハードウェアを含むクラウド インフラストラクチャ スタック全
体にライフサイクル自動化が組み込まれた、標準化および検証済みのネットワーク フレキシブル アーキテ
クチャを導入しています。このようにして、パブリック クラウドの利便性と自動化を社内で実現することで、
データ センターの運用を根本的に簡素化します。図 2 に示すように、フルスタックの自動化は、Day 0、
Day 1、Day 2の運用で行われます。Day 0に、VxRail クラスターと SDDC ソフトウェアの導入とインス
トールが自動で行われます。Day 1には、環境構成とリソース プロビジョニングが自動で行われます。
Day 2には、エンドツーエンドのインフラストラクチャ パッチとアップグレードが自動で行われます。 

フルスタック統合 
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図 2： VMware Cloud Foundation on VxRailによるエンドツーエンドのスタック ライフサイクル自動化 

VMware Cloud Foundation on VxRailのコア コンポーネントは、VxRail と Cloud Foundationから提
供されます。VxRailは、基本の HCIハードウェア、ESXi、vCenter、vSAN、VxRail Manager、Dell 
EMC SRSアプライアンスを提供します。Cloud Foundationは、SDDC Manager、NSX、vRealize 
Log Insightを提供します（コアに含まれるのは管理ドメインのライセンスのみ）。オプションのアド オン コン
ポーネントには、VMware vRealize Suite: VMware vRealize Operations™、VMware vRealize Log 
Insight™（ワークロード ドメインの追加ライセンス）、VMware vRealize Automation™、VMware 
vRealize Business for Cloud™、VMware vRealize Network Insight™、VMware Horizon® Suite: 
Horizon、VMware App Volumes™、VMware Tanzuが含まれます。図 3 は、VMware Cloud 
Foundation on VxRailのコアおよびオプション コンポーネントを示しています。 

前掲の VMware SDDC コンポーネントの詳細については、付録 D：VMware Cloud Foundationお
よび付録 E：VMware SDDCの共通コンポーネントの詳細を参照してください。 
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図 3： VMware Cloud Foundation on VxRailのコアおよびオプション コンポーネント 

すべての VxRailは共同開発された HCIアプライアンスのメリットを提供します。このアプライアンスは
VMware用にビルドされ、標準化された HCI設計に従って vSphere、vSAN、VxRail HCIシステム 
ソフトウェア（VxRail Managerを含む）を使用します。VxRailを使用することによって、お客様は
VxRail HCIシステム ソフトウェアが提供するいくつもの極めて価値の高い組み込み機能を利用できま
す。この組み込み機能には、拡張性の高い VxRailの導入、VxRail クラスターの作成とノードの追加お
よび削除機能、vCenterでの保守機能の作成、VxRailワークフロー自動化のための vCenterプラグイ
ンなどがあります。  

VMware Cloud Foundation on VxRailの導入はすべて標準化されたアーキテクチャに基づいていま
す。VMwareでは、一連のコンポーネント（vSphere、vSAN、NSX、vRealize Suite、Tanzuなど）
を検証済みです。これらのコンポーネントは、ワンセットで使用することで、お客様がプライベート クラウドを
構築するために必要なすべてのデータ センター仮想化とクラウド管理サービスを提供します。VMwareで
は、これらのコンポーネントを対象に、相互運用性テストを実施するとともに、VMwareのベストプラクティ
スに従ってこれらのコンポーネントを相互に構成するため、標準化されたコンポーネント レベルの設計を開
発しています。ドキュメント化された、検証済みの標準化された SDDCレベルのアーキテクチャ設計とコン
ポーネント認定を組み合わせて初めて完全に検証された SDDC設計となります。 
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次の図は、デル・テクノロジーズの VMware Cloud Foundation on VxRailに関する共同開発のさまざ
まな取り組みがどのように融合し、各コンポーネントがどのような固有の高付加価値機能を提供している
かを示したものです。 

 

図 4： SDDCの運用をシンプルにし、合理化、自動化する VCF on VxRailの緊密な統合機能 

図の一番下から順に説明します。 

• OS10による Dell EMC PowerSwitchネットワーキング 
VxRailは、Dell EMC PowerSwitch with OS10 Enterprise Editionのネットワーキング ス
イッチを使用して認定されています。Dell Networking Fabric Design Centerなどのツールの
ほか、Dell EMCネットワーク スイッチを VCF on VxRail環境に導入する方法について説明し
た、文書化されたガイドを参照することにより、お客様の要件に合った適切なネットワーク アーキテ
クチャを構築することができます。 

• VxRail と Dell EMC外部ストレージ インフラストラクチャの統合  
VCF on VxRailの導入では、VxRailを「外部ストレージ システム対応」にするための VxRail と
Dell EMC外部ストレージ システムの統合のメリットを継承することができます。これにより管理者
は、VxRailで慣れ親しんだ、シンプルで一貫性のある動作体験を維持しつつ、これまで投資して
きた既存の Dell EMC外部ストレージを VCF on VxRail環境下で活用できるようになります。 

• VxRail Manager 
これは、VxRailクラスターの運用に使用する、管理および自動化のためのメイン ツールです。自動
化された導入および構成から、保守およびサポート エクスペリエンスまで、エンドツーエンドのライフサ
イクル管理を可能にします。たとえば、プロアクティブなドライブ交換などの保守タスクを自動化する
機能と SRS Connect-Homeサポートを VxRail Manager内でネイティブ統合することができま
す。VxRail Managerの拡張性こそが VCF と VxRailの統合を可能にする重要な要因です。 

• VMware Cloud Builder 
VMware Cloud Builderは、標準化された自動 SDDC導入ツールです。VMware と Dell 
EMCの共同開発により、「VxRail対応」ツールとなりました。Cloud Builderは、VMwareの
SDDC コンポーネントの Day 0導入を自動化し、VMwareの SDDCのベスト プラクティスと標
準化されたアーキテクチャに従ってコンポーネントを構成するためのサービスを提供します。特に、
VxRailのインフラストラクチャ上にコンポーネントを構成することを可能にします。基本的に Cloud 
Builderは VxRail クラスターの導入時に VxRail Managerが構成したものの上に VMware 
Cloud Foundationを導入し、SDDC インフラストラクチャ スタックを設定する際のお客様の時
間と労力を軽減します。 
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• VMware SDDC Manager 
Dell EMC と VMwareの共同統合プロジェクトにより、VxRail上で VMware Cloud 
Foundation on VxRailソフトウェアを実行するための専用機能が SDDC Managerに追加さ
れました。この機能には、NSX-Tを使って vCenter と VxRailワークロード ドメインを自動で作
成するための SDDC Manager と VxRail Managerの統合、SDDC と VxRail Managerの
自動化、業界で唯一の VxRail クラスターと VMware SDDCソフトウェア スタックの完全なエン
ドツーエンドの自動ライフサイクル管理などが含まれます。  

 

図 5 に示す SDDC Manager と VxRail Managerのソフトウェア ツールの統合により、VMware 
Cloud Foundationを使って VxRail上に完全な SDDCを構築できるようになりました。SDDC 
Managerは、VxRailの ESXiおよび vSANレイヤーの上で vCenter、NSX、vRealize Suiteの導
入、構成、ライフサイクル管理をオーケストレーションします。複数の VxRail クラスターをワークロード ドメ
インまたはマルチクラスター ワークロード ドメインとして統合します。VxRail Managerは、SDDC 
Managerの管理エクスペリエンスと統合され、VxRail HCIシステム ソフトウェアを通じてのみ利用可能
な、継続的に検証された状態に維持するネイティブ VxRailアップデート バンドル フレームワークを利用
し、ESXi（vSphereに統合後された現在は VCF with Tanzuを含む）、vSANおよびハードウェアの
ファームウェアの導入、構成、ライフサイクル管理を行います。VxRail クラスターの導入では、ネイティブの
VxRail Manager初期導入クラスター作成プロセスを実行します。VxRail ライフサイクル管理は、
SDDC Managerが調整するライフサイクル管理ワークフローにシームレスに統合されています。このワー
クフローは VxRail Managerを使用してネイティブに実行されます。また、VxRail Managerはハード
ウェア コンポーネントの状態をモニタリングし、リモート サービス サポートを提供します。 

 

図 5： VxRail Manager と SDDC Managerの統合 

 

VMware Cloud Foundation on VxRailに統合された、標準化されたハードウェアおよびソフトウェア 
アーキテクチャにより、お客様は異機種混在ワークロードを作成することができます。SDDC Managerを
使用してネイティブの VxRail クラスターに基づいたインフラストラクチャ ビルディング ブロックが作成されま
す。これらのビルディング ブロックは段階的なスケールアップとスケールアウトが可能です。 

統合プラットフォーム
管理 

異機種混在ワーク
ロード向けの拡張性
の高い柔軟なプラッ
トフォーム 
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お客様は、VxRail ノード内で使用可能な柔軟なハードウェア構成を活用してスケールアップし、ストレー
ジ容量やメモリーを増やすことができます。4 ノードからスケールアップできます。同様に、クラスターにノード
を 1つずつ追加することによってスケールアウトできます。SDDC Managerを使用することにより、物理
的なコンピューティング、ストレージ、ネットワーク インフラストラクチャは仮想リソースの一元化された共有
プールの一部となり、単一のクラウド インフラストラクチャ エコシステムとして管理されます。お客様はこの
共有プールから個別の容量プールをワークロード ドメインと呼ばれるものに編成することができます。各
プールには個別の CPU、メモリーおよびストレージ要件があり、さまざまなワークロードをサポートします。
新しい物理的な VxRail容量が追加されると、SDDC Managerによって認識され、ワークロード ドメイ
ンの一部として使用できるようになります。  

VCF 4.0 on VxRail 7.0以降のバージョンでは、VxRail仮想インフラストラクチャ（VxRail VI）ワーク
ロード ドメインと管理ドメインと呼ばれる特別なワークロード ドメインの 2つのタイプのワークロード ドメイン
が導入可能です。VxRail VIワークロード ドメインは、SDDC Managerの［+ WORKLOAD 
DOMAIN］をクリックするだけで作成されます。このプロセスは、VxRailを利用しているお客様に一貫し
た運用エクスペリエンスを引き続き提供するため、既存の VxRail クラスターの導入プロセスを活用するよ
うに共同開発において設計されています。これに対し、各ワークロード ドメインでは、作成、拡張、削除
などの管理タスクを実行することができます。管理ドメインは削除が認められない唯一のドメインです。シ
ステムの初期インストール時（「立ち上げ」とも呼ばれます）に作成されます。図 6 は、右上にある
［+ WORKLOAD DOMAIN］ボタンをクリックした後に表示される SDDC Managerワークロード ド
メインの詳細画面です。VxRail Virtual Infrastructure Setup を作成するための VxRail統合を表
示するオプションがあります。  

VCF 4.0 on VxRail 7.0以降のバージョンでは、VxRail VIワークロード ドメイン内のソフトウェアデファイ
ンド ネットワーキング用には NSX-Tのみを利用できます。NSX-Tは、VMwareが提供する、ハイパー
バイザーに依存しない次世代 SDNプラットフォームです。この分野における現在のイノベーションの中心
的な存在であり、近い将来、NSX-Vを置き換えるものと期待されています。NSX-Tの詳細について
は、付録 E：VMware SDDCの共通コンポーネントの詳細を参照してください。 

 

図 6： SDDC Managerでの VxRail VIワークロード ドメイン作成のダイアログの起動  

VMware Cloud Foundation 4.0 on VxRail 7.0以降のバージョンでは、統合アーキテクチャをサポートし
ています。これは、ワークロードから管理インフラストラクチャを明確に分離することよりも、クラウド プラット
フォームのフットプリントをさらに削減することに価値を置くお客様にとって魅力的な提案です。統合アーキテ
クチャでは、お客様のワークロードが管理ワークロード ドメイン内に共存しており、管理が物理的に分けられ
て LCMアップグレードの柔軟性が低下する代わりにエントリー ポイントは 4 ノードまで削減されています。 
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お客様は、VxRail仮想インフラストラクチャ ワークロード ドメインと管理ドメインの両方で VMware 
Cloud Foundation with Tanzuの機能を有効にすることができます。この新機能の詳細については、
次章を参照してください。 

 

VMware Cloud Foundation 4.0 of VxRail 7.0は、このプラットフォームのメインのアーキテクチャ アップ
グレードです。このバージョンに含まれている最大のイノベーションである VMware Cloud Foundation 
with Tanzuは、Kubernetesを vSphere Hypervisorに直接ネイティブ統合する機能（以前は
Project Pacific として知られていたもの）を提供します。この統合により、VMware Tanzu Runtime
サービスや Hybrid Infrastructureサービスを含む、新しい一連の VMware Cloud Foundationサービ
スが提供されます。これは、開発者の生産性を向上させるクラウド インフラストラクチャとコンテナー エコシ
ステムの基盤となります。  

VMware Cloud Foundation 4を使用すると、仮想インフラストラクチャの管理者は、仮想マシン
（VM）、コンテナー、Kubernetes クラスターを直接に vCenter Serverで一元的に可視化することが
できます。これは、VxRailの標準管理コンソールでもあり、管理者にとっては非常になじみのあるもので
す。コンテナーと Kubernetesは、VM とともに同じコンソールから管理され、Kubernetesのネームス
ペースの概念は vSphereに統合され、管理ユニットとなります。VMやコンテナーなどのリソース オブジェ
クトは、ネームスペースを介して論理アプリケーションにグループとしてまとめることができます。これにより、ク
ラウドネイティブ ワークロードの大規模な管理がシンプルになります。管理者は、ポリシー、クォータ、ロール
ベースをネームスペースに設定できます。これにより、開発者は事前定義された境界内でネームスペース
にアクセスできるようになります。 

 

図 7： VMware Cloud Foundation 4 with Tanzu on VxRail 7（サービス ビュー）  

一方、開発者は、スーパーバイザー クラスターとゲスト クラスターの両方を作成できます。スーパーバイ
ザー クラスターは、Kubernetesを ESXi上でネイティブに実行してコンテナーのパフォーマンスや統合を
向上させ、ゲスト クラスターは VM上の Tanzu Kubernetes Grid（TKG）クラスターで Kubernetes
を実行します。VMware管理者は、ネイティブの管理ツール（vCenterなど）を使用して vSphereで
Kubernetes環境を管理できます。同様に開発者は、使い慣れた Kubernetes CLI と APIツールを
使用し、Kubernetes クラスター、ディスク、ネットワークなどのクラウド リソースを使用できます（図 7 を
参照）。 

Kubernetesベース
のクラウド ネイティブ 
プラットフォーム サー
ビスのサポート 
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プラットフォームのバージョン 4で導入された VMware Cloud Foundation with Tanzu機能の主なメ
リットをまとめてみましょう。 

• アプリケーションにフォーカスした管理で VM とコンテナーを同じプラットフォームで管理：
vCenterで仮想マシン（VM）、コンテナー、Kubernetes クラスターを一元化して可視化し、
Kubernetesのネームスペースの概念を管理エンティティとして vSphereに統合することによって
VM とコンテナーを同じプラットフォームで管理することができます。 

• VM とコンテナーの両方に対するエンタープライズ クラスのレジリエンス、QoS、セキュリティお
よびアクセス制御：管理者は、QoS、セキュリティ ポリシー、ファイアウォール ルール、暗号化設
定、可用性およびバックアップ ルール、アクセス ルールをネームスペース レベルで定義できます。さ
らに、NSX-T と Kubernetesの統合により、ネームスペースの分離によるコンテキスト対応セキュ
リティ ポリシーが有効になります。 

• 開発者セルフサービス APIによる生産性の向上：開発者は、使い慣れた Kubernetes と
RESTful APIを使用して VMware Cloud Foundationサービスを利用し、Kubernetes クラ
スター、ボリューム、ネットワークなどのクラウド リソースを作成、使用することができます。 

• フルスタックの俊敏性を備えた迅速なアプリケーション導入：VMware Cloud Foundation
は、基盤となるインフラストラクチャ（ワークロード ドメイン）の導入だけでなく、Kubernetes コン
ポーネントの導入も自動化します。 

• 拡張されたインフラストラクチャ ライフサイクル管理：ワークロード ドメイン単位での自動ライフ
サイクル管理によって実現しています。 

• スタックのすべてのレイヤーでのフルスタック ネットワーキングと組み込み型セキュリティ：組み
込み型脆弱性スキャン、イメージ署名、監査（コンテナー イメージ レイヤー）機能を備えた
Tanzu Kubernetes Gridからのコンテナー レジストリー、データ、インフラストラクチャ、アクセス
（コンピューティング レイヤー）を保護するための vSphereの包括的な組み込みセキュリティ、
NSX-Tが提供する個々の VMまたはポッド ワークロード（ネットワーク層）に対するマイクロセグ
メンテーションと細かい単位でのセキュリティなど。 

• プライベート クラウドとハイブリッド クラウドの両方に広がるクラウド運用モデル：VMware 
Cloud Foundationのプライベート クラウド環境での導入で利用されている SDDCスタックと同
じものが VMware Cloud on AWS、他の VMware Cloud Provider Programパートナー製
品、VMware Cloud on Dell EMCのような VMwareベースのパブリック クラウド サービスの基
盤技術となっており、一貫性のあるインフラストラクチャと運用を実現します。 

VMware Cloud Foundation on VxRailのコア コンポーネントである VMware vSANは、開発者が
vSphere上で Kubernetesに対してパーシステント ストレージを自動化された方法によってオンデマンド
でプロビジョニングすることを可能にする CSI ドライバーを搭載しています。VMware管理者は、
VMware vCenter内のクラウド ネイティブ ストレージ UIを通じてコンテナー ボリュームを仮想マシン ボ
リュームであるかのように管理できます。開発者と IT管理者は、コンテナー ボリュームについて共通の見
方を持つことができ、同じレベルでトラブルシューティングを行うことができます。 

vSANの CSI ドライバーを使用したクラウド ネイティブ ストレージは vCenterにネイティブ統合されてお
り、ステートレスなアプリケーションとステートフルなアプリケーションの両方に対して包括的なデータ管理を
提供します。クラウド ネイティブ ストレージを使用しているお客様は、コンテナーの再起動とアウテージに
対応できる、コンテナー化されたステートフルなアプリケーションを作成できます。ステートフル コンテナーは
vSphereによって公開されているストレージを活用します。これは、永続ボリューム、永続ボリューム ク
レーム、ダイナミック プロビジョニング用ストレージ クラスなど、Kubernetesプリミティブを使用してプロビジョ
ニングすることができます。 
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VMware Cloud Foundationスタックのもう 1つの主要なコンポーネントである NSX-Tでは、エンド 
ユーザーは基盤となるネットワーク アーキテクチャを理解する必要はありません。ネットワーキングは、導
入、アップグレード、スケールアウトも含め、Kubernetes クラスターを使用して簡単に管理できます。
NSX-Tは Tanzuで使用されるロード バランサー、ルーター、スイッチを自動的に作成することができま
す。また、ファイアウォール、ネームスペースの分離などにより、エンドツーエンドのセキュリティを提供します。 

VMware Tanzuポートフォリオの詳細については、付録 E：VMware SDDCの共通コンポーネントの
詳細を確認してください。 

 

VxRail HCIシステム ソフトウェアは、複数の統合されたソフトウェア要素で構成されています。これらは、
VMwareのネイティブな機能を拡張することで、シームレスで自動化された運用を実現し、インフラストラ
クチャを事前検証済みの構成に維持して、ワークロードを常に稼働させることができます。VxRail HCIシ
ステム ソフトウェアは、単一の仮想マシンとして VxRailシステムにプリインストールされています。VxRail 
HCIシステム ソフトウェアのソフトウェア サービスは、次の 3つの主要な領域に分けることができます。それ
は、予測可能な結果のためのライフサイクル管理、管理の柔軟性と拡張性、簡素化されたサービスおよ
びサポートのエクスペリエンスです。 

予測可能な結果のためのライフサイクル管理：  

• 自動化されたインテリジェントなライフサイクル管理（LCM）機能は、事前検証および事前テス
ト済みのソフトウェアとファームウェア コンポーネントでクラスターを自動的に更新し、HCIスタックが
継続的に検証された状態であることを保証します。 

• 電子互換性マトリックスは、すべての可能な構成とアップグレード パスの配列が健全であることを
検証するコンプライアンス資産として機能します。これにより、お客様は、それぞれのワークロードに
合わせて各クラスターを最適化するために、継続的に検証された状態を自ら選択することができ
ます。 

• エコシステムのコネクターは、vSAN、PowerEdgeサーバー コンポーネント、ネットワークなどのイン
フラストラクチャ コンポーネントと緊密に統合されており、クラスターのソフトウェアやファームウェアを
容易にアップデートするために、スタック全体にわたって自動化およびオーケストレーション サービス
を可能にします。  

管理の柔軟性と拡張性： 

• VxRail Managerは、vCenter とネイティブ統合され、vCenterを介してアクセスされ、クラスター
の導入、管理、アップグレード、パッチ適用、ノード追加を行うためのすべての VxRailの運用を管
理する包括的なエンジンです。 

• より高度なクラウドと IT自動化の拡張機能をお客様に提供するため、さまざまな種類の一般的
に利用可能な RESTful APIが提供されています。 

簡素化されたサービスおよびサポートのエクスペリエンス： 

• お客様は、インフラストラクチャのライフサイクル全体を通して、VxRailに含まれるすべてのハード
ウェアとソフトウェアについて、Dell EMC Secure Remote Services（SRS）を常に利用する
ことができます。 

VxRail HCI システ
ム ソフトウェアと
VxRail Manager 
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図 8： VxRail HCIシステム ソフトウェアのコア コンポーネント 

VxRail HCIシステム ソフトウェアのアーキテクチャについては、図 9 を参照してください。クラウド導入の
ユース ケースで使用する場合、VxRail HCIシステム ソフトウェアはインフラストラクチャ レイヤーとクラウド 
オーケストレーション ソフトウェアの間に置かれます。ローカル管理機能には、vCenterプラグイン、LCM、
eサービスと SRSによる保守、異常警告アラートなどがあります。VxRail HCIシステム ソフトウェアの拡
張性は、バックエンド API、SaaSマルチクラスター管理、構成管理ソリューション（Puppet、Ansibleな
ど）向けのオープン REST APIを含む VMware Cloud Foundationなどの VMware SDDCソリュー
ションに提供されます。 

 

図 9： VxRail HCIシステム ソフトウェア アーキテクチャ 
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VxRail Manager  
VxRail Managerは、VxRailの導入と設定を自動化し、クラスター全体の個々のシステムの健全性を
監視するためのユーザーフレンドリーなワークフローを備えています。また、ハードウェアの保守性やシステム 
プラットフォームのライフサイクル管理のための機能も組み込まれています。たとえば、既存のクラスターに
新しいシステムを追加する際に、システム管理者を案内したり、新しいシステムがオンラインになったときに
自動的に検出したりします。また、VxRail Managerは、障害の発生したディスク ドライブを、可用性を
損なうことなく交換したり、診断ログ バンドルを生成してダウンロードしたり、VMwareの更新やソフトウェ
ア パッチを VxRail ノード全体に無停止で適用したりするためにも使用されます。   

vCenter Server用の VxRail Managerプラグインを使用すると、VxRail Managerのすべての機能
が vCenter Serverに統合され、vCenter Serverからアクセスできるため、ユーザーは使い慣れた管理
インターフェイス上でこれらの貴重な機能を利用することができます。VxRail Managerプラグインを使用
して、vCenter Serverは VxRail クラスターの物理ハードウェアを管理できます。 

 

図 10： Dell EMC VxRail Manager 

また、VxRailは、VMware vRealize Log Insightを利用して、システム イベントを監視し、仮想環境
とシステム ハードウェアの状態に関する総合的な通知を継続的に提供します。ログの監視、インテリジェ
ントなグループ化、分析により、VxRailシステムのリアルタイムの自動ログ管理が行われ、VxRailの物
理、仮想、クラウド環境全体で大規模にトラブルシューティングが向上します。さらに、VxRail HCIシス
テム ソフトウェアにより、パッチ ソフトウェアおよびアップデート通知を中断やダウンタイムを発生させることな
く自動的にインストールできるように提供し、システム プラットフォームのライフサイクル管理をシンプルにす
ることができます。 

Dell EMC Secure Remote Services（SRS）は VxRail Managerプラグインまたは REST API
内からもアクセス可能であり、エンタープライズ クラスのサポートとサービスを提供します。SRSには、オンラ
イン チャット サポートおよび Dell EMC フィールドサービス アシスタンスが含まれています。 

vCenter Serverの［VxRailサポート］ページには、SRS固有のサポートに加えて、Dell EMCナレッ
ジ ベースの記事が掲載されている［VxRail コミュニティ］ページ、FAQ情報や VxRailのベスト プラク
ティスが掲載されているユーザー フォーラムへのリンクがあります。 
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次のスクリーン ショットで HTML5 vCenterプラグインを介して表示される VxRail Managerの機能を
説明します。図 11 は VxRail クラスター上に作成された VMware Cloud Foundationの管理ドメイン
とワークロード ドメインを表示させた vCenter ビューを示したものです。 

 

図 11： VMware Cloud Foundationの管理ドメインとワークロード ドメインを表示させた vCenterビュー  

図 12 は、vSAN クラスター レベルへ移動し、［Monitor］タブを選択し、［Appliances］を選択し
て、VxRail Managerが提供するこのクラスターの物理的なビューを開くリンクを表示する手順を示した
ものです。  

 

図 12： クラスターの VxRailの物理的なビューを開くための手順 
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図 13 はトップレベルの 4 ノード管理クラスターの VxRailハードウェアのビューを示したものです。 

 

図 13： VxRailクラスターの物理的なビュー 

物理的なビューをドリルダウンすると追加の詳細情報を表示できます。図 14 は一例としてディスク ハード
ウェアの交換に使用されるハードウェアのビューを示したものです。 

 

図 14： VxRailのディスク ハードウェア交換時の画面 
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詳細な VxRailハードウェア コンポーネント レベルのイベントとアラートが VxRail Managerによって収集
され、統合された vCenter HTML5プラグインの一部として vCenterに表示されます。これにより、
SDDC管理フレームワーク内で、システム レベルの包括的な正常性確認を実現します。エラー イベント
は vCenterに転送されます。VxRailからのアラームは、プレフィックス「VXR」で始まります。図 15 は、
vCenterで VxRailハードウェア アラームが表示されたケースを示しています。 

 

図 15： vCenter HTML5プラグインで表示された VxRailハードウェア アラームの例  

VxRail HCIソフトウェア バージョン 7.0.010（および以降のバージョン）では、VxRail Managerは
VxRail ノードの物理的位置タグをサポートしています。この機能により、重要なユーザー定義のノード メ
タ データの使用が可能になり、多くのお客様が自分のクラウドを構成している HCIインフラストラクチャの
物理的な場所を示す、より視覚的で分かりやすいマップを手に入れられるようになります。お客様は、こ
のデータを活用し、VxRail Manager vCenterプラグインの Physical Viewに表示したい VxRailの
ノードおよびホストの順序を選択できます。これらの地理的位置ホスト属性タグは、VxRailの Day1のク
ラスターのインストール中、または Day 2のノード拡張とホスト編集の作業中に付与することができます。  

これにより、フルスタックの物理的インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャのマッピングをお客様に提
供し、VMware Cloud Foundationの管理エクスペリエンスをさらに拡張するとともに VCF on VxRail
でのみ使用可能な操作をシンプルにすることができます。 
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図 16： vCenterプラグインでの VxRailの地理的位置ホスト タグの例  

REST API 
VxRail HCIシステム ソフトウェアには、データ センター全体で自動化とオーケストレーション サービスの機
能をフル活用することを可能にする APIが含まれています。この機能拡張により、クラウドのようなスケー
ルと俊敏性を備えたインフラストラクチャの構築と運用が可能になり、そのインフラストラクチャを自社の IT
環境とプロセスに統合する作業が合理化されます。グラフィカル ユーザー インターフェイスを使用して手動
で環境を管理するのではなく、ソフトウェアのプログラムで繰り返し可能な操作を起動、実行することがで
きます。アプリケーションに必要な、基盤となるインフラストラクチャ リソースを構成するためには、信頼性が
高く、繰り返し可能なプロセスが必要であるため、DevOps とコードとしてのインフラストラクチャ（IaC）
モデルを採用するお客様が増えています。IaCは APIを活用して構成をコードに保存し、繰り返し可能
にしてエラーを大幅に削減します。 

VxRail APIは VxRail HCIシステム ソフトウェアの機能の 1つであり、RESTfulアプリケーション プログ
ラミング インターフェイスを使用して管理機能を公開します。サード パーティーの製品を VxRailシステム
とよりうまく統合することを希望している VxRailユーザーのお客様とエコシステム パートナーが使用しやす
いように設計されています。 

VxRail APIは、vSphere Automation APIなどの VMware REST APIを補完するように設計されて
おり、基盤となるインフラストラクチャと独自の自動化されたライフサイクル管理機能に焦点を当てていま
す。VxRail APIは、VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRail API と組み合わせて使用す
ることができ、VMware Cloud Foundation 4.0以降のバージョンでサポートされています。SDDC 
Manager UIを必要としていた操作のほとんどが APIを使用して実行できるようになりました。この分野
では広範囲にわたる開発が行われ、新たな機能が誕生しつつあり、お客様にクラウドベースのサービスを
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提供するためのプラットフォームとして VMware Cloud Foundation on VxRailを利用しているサービス 
プロバイダーにとっては特に重要な領域です。  

VxRail APIの詳細については、次のソリューションの概要を確認してください。VMware Cloud 
Foundation on VxRail APIの詳細については、API リファレンス ガイドを参照してください。 

 

データ センターのアップグレードとパッチの管理は、通常、手動で行われる反復作業であり、構成や実装
のエラーが発生しやすくなります。あるコンポーネントに対してパッチの適用やアップグレードが実施された
場合、コンポーネント間の相互運用性を確保するため、ソフトウェアおよびハードウェアのファームウェアの
検証テストが行われます。このテストでは、環境を設定する際に大規模な品質保証テストが必要となり
ます。時間の制約がある IT部門は、綿密な検証を終える前に新しいパッチを適用するか、または新しい
パッチの適用を延期するか、難しい判断を迫られます。その結果、新しい機能、セキュリティ、バグ修正の
展開が遅くなります。どちらのケースもお客様の環境に対するリスクが高まることになります。 

VMware Cloud Foundationのワークロード ドメインの概念をよく理解しておくことはライフサイクル運用
の詳細を理解する助けになります。ワークロード ドメインは、特定の可用性とパフォーマンス属性を備えた
ポリシー ベースのリソース コンテナーであり、コンピューティング（vSphere）、ストレージ（vSAN）、ネッ
トワーキング（NSX）を利用できる単一のエンティティに統合します。VMware Cloud Foundation on 
VxRailを実行する場合、これらのワークロード ドメインは VxRail クラスターを使用して作成され、クラス
ターの自動作成やクラスターの拡張などのタスクについてネイティブの VxRailオペレーション エクスペリエン
スを利用します。 

インフラストラクチャのビルディング ブロックは、段階的にスケールアップおよびスケールアウトできるネイティブ
の VxRail クラスターに基づいて作成することができます。お客様は、VxRail ノード内で使用可能な柔
軟なハードウェア構成を活用してスケールアップし、ストレージ容量やメモリーを増やすことができます。同
様に、クラスターにノードを 1つずつ追加することによってスケールアウトできます。SDDC Managerを使
用することにより、物理的なコンピューティング、ストレージ、ネットワーク インフラストラクチャは仮想リソース
の一元化された共有プールの一部となり、単一のクラウド インフラストラクチャ エコシステムとして管理され
ます。  

お客様はこの共有プールから個別の容量プールをワークロード ドメインと定義されるものに編成することが
できます。各プールには個別の CPU、メモリーおよびストレージ要件があり、クラウド ネイティブ、VDI、また
はデータベースのようなビジネスに必須のアプリケーションなど、さまざまなタイプのワークロードをサポートする
ことができます。新しい VxRailの物理容量が追加されると、SDDCマネージャーによって認識され、ワーク
ロード ドメインの一部として使用できるようになります。ワークロード ドメイン内に複数の VxRail クラスター
を追加する機能により、さらに簡単に単一のクラスターを超えてワークロード ドメインを拡張できます。 

ワークロード ドメインは、作成、拡張、削除することができます。また、個別のワークロード ドメインごとに
パッチの適用、アップグレードが可能であるため、ワークロード ドメイン インフラストラクチャの要件をそのド
メイン上で実行しているアプリケーションに合わせて柔軟に調整することができます。この概念は、ライフサ
イクル管理に関する考察につながります。VMware Cloud Foundationを使用すると、すべてのライフサ
イクル管理がワークロード ドメイン レベルで行われます。VMware Cloud Foundation 4.0.1で導入さ
れた機能拡張により、お客様は必要に応じて VMware Tanzu対応クラスターを含む、より細かいクラス
ター レベルでアップグレードを管理することができます。 

ライフサイクル管理（LCM）のエンドツーエンド プロセスの詳細 

VMware Cloud Foundation on VxRailは、ネイティブの Cloud Foundation と VxRail HCIシステ
ム ソフトウェア アップデート バンドルの両方を活用してアップデートを行います。これは、アップデートが利
用可能になったことをいち早くお客様にお知らせするための通知を遅らせる要因となるライセンスが必要
なパッケージを、VMware Cloud Foundation on VxRailを実行するために特別に作成する必要がな

統合ライフサイクル
管理 

https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/briefs-handouts/products/converged-infrastructure/vxrail-api-solution-overview.pdf
https://code.vmware.com/apis/939
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いことを意味します。これにより、VMware と Dell EMCはそれぞれのレイヤーで、同期することなく、より
迅速にイノベーションを進め、プラットフォーム スタックの他のレイヤーに影響を与えることなく、新しい機能
の追加や機能の変更を行うことができます。さらに、VMware と Dell EMCが、それぞれ自社の合理化
された開発およびリリース プロセスを VxRail と Cloud Foundationの両方について活用できることを意
味します。その結果、VMware Cloud Foundation on VxRailの新しいバージョンの新機能をお客様
により迅速に活用いただけることになります。 

VxRail LCMはエコシステムのコネクターを基盤として構築されており、vSAN クラスター ソフトウェアと
PowerEdgeサーバー ハードウェアを統合して、ESXiホストを単一のシステムとして管理することができ
ます。このシステム統合により、シームレスでスムーズな HCIスタック アップグレードを実現するために必要
な自動化とオーケストレーションが可能になります。VxRail LCMが提供する差別化された価値は、事
前検証されたソフトウェアとファームウェアのセットを提供できることです。これにより、クラスター上で実行さ
れる仮想化ワークロードに必要なパフォーマンスと可用性を維持しながら、HCIスタック上の構成全体の
互換性とコンプライアンスが保証されます。  

すべての vSphere リリース、あらゆるバージョン間のアップグレード パス、数百万の VxRail構成をサポー
トするために、VxRailソフトウェア バンドルをテスト、検証、生成できることを、継続的に検証された状態
と言います。これらの継続的に検証された状態は、電子互換性マトリックスに記録されます。VxRail
チームは 6,000万ドルの設備投資を行い、100人以上のチーム メンバーがテストと品質に専念すること
でこの状態を可能にしています。 

VMware Cloud Foundation on VxRailのライフサイクルにおけるパッチ適用とアップグレードはすべて
SDDC Managerを使用してオーケストレーションされます。SDDC Managerは、VMware Cloud 
Foundation と VxRailのアップデート バンドルがそれぞれ公開される VMware と Dell EMCのサポート 
リポジトリーのモニタリングを行います。VMware Cloud Foundationのアップデート バンドルには、
vCenter、Platform Services Controller、NSX、SDDC Manager と vRealize Suite コンポーネン
ト（vRealize Automation、vRealize Operations、vRealize Log Insight）のアップデートが含ま
れます。ネイティブ VxRailアップデート バンドルには、ESXi、vSAN、VxRail Manager、ハードウェアの
ファームウェアとドライバーが含まれます。このモニタリングの一環として、SDDC Managerは、新しい
VxRail と VMware Cloud Foundationのアップデートがダウンロード可能になったことを自動的に検出
し、その旨をユーザー インターフェイス内で管理者にプロアクティブに通知します。  

また、SDDC Managerは、すべてのアップデート バンドルが自動的にまとめられるようにし、管理対象と
なっているシステム構成に対して認定、サポートされているアップデートについてのみ、可視性とアクセスを
保証します。たとえば、アップデートはまず管理ドメインに適用されてからでなければワークロード ドメインに
アクセスできません。また、SDDC Managerは、LCMのアップデートの順序も制御し、まずすべてのアッ
プデートの前提条件が満たされていることを確認してからでなければバンドル バージョンを適用できないよ
うにします。これにより、リスクが低減され、システムはアップグレードの前でも後でも常に正常な状態にな
ります。その結果、システム全体でのアップデート バンドルの互換性を確保するために管理者が有効なリ
リースについて推測したり、サポート マトリックスを相互参照したりする必要がなくなります。  

すべてのアップデートは SDDC Managerによってスケジューリング、実行、調整されますが、図 17 に示
すように、統合 APIを使用して SDDC Managerまたは VxRail Managerのいずれかで実行すること
もできます。  

一連のアップデートがダウンロードされたら、SDDC Managerを使用して、環境内の各ワークロード ドメ
インに個別に適用するアップデートのスケジューリングを行います。 
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図 17： VxRail と統合された SDDC Managerのオーケストレーションによるライフサイクル管理 

SDDC Managerのライフサイクル管理は、SDDCのソフトウェア スタックを含む管理ドメインまたは個別
のワークロード ドメインに適用可能であり、テナント仮想マシン（VM）の妨げになることはありません。
SDDC Managerは、インフラストラクチャのセキュリティと信頼性を向上させるために、vSphere 
Dynamic Resource Scheduler（DRS）とともにライブ VM移行を使用してソフトウェア パッチを適
用することができます。VMware と Dell EMCは、リスクを軽減し、お客様に安心していただくために、ソ
フトウェアのアップデートをリリースする前にソフトウェア スタックの大規模な検証テストを実施します。 

SDDC Managerの Lifecycle Management ビューには、アップデートが入手可能になったことを知ら
せる通知とアップデート バンドルのダウンロードが表示されます。SDDC Managerのインターフェイスか
ら、アップデート ターゲットの選択とアップデートのスケジュールも可能です。SDDC Managerの使用負
荷が高くない時期にアップデートの実施日時を設定し、アップデートが完了するまでアップデートするドメイ
ンを変更しないよう、強く推奨します。 

システムが正常な状態であることを確認するため、アップデートを開始する前に実施しておく必要があるタ
スクがあります。事前チェック ユーティリティーは、図 18 に示すように、SDDC Managerの
［Update/Patches］画面から手動で起動することができます。  
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図 18： SDDC Managerの［Update/Patches］画面の例 

ネイティブの VMware Cloud Foundationソフトウェアのアップデートについては、SDDC Managerは、
ワークロード ドメイン内のクラスターにアップデートを適用するために必要な自動化されたワークフローを実
行します。  

ネイティブの VxRailのアップデートについては、SDDC Managerは、特定のワークロード ドメインの
LCMプロセスをオーケストレーションしますが、そのワークロード ドメインの各 VxRail クラスター上で実行
されるネイティブの VxRail Managerを活用して、統合 VxRail Manager REST API コールをバックグ
ラウンドで使用して VxRailのアップデートを適用します。VxRail Managerがクラスターの更新を実行す
ると、SDDC Managerは進行状況をモニタリングし、更新が完了すると VxRail Managerが完了を通
知します。マルチクラスター ワークロード ドメインの例では、VxRail クラスターの VxRail Manager API
を自動的に呼び出す、というこの SDDC Managerのプロセスは、管理者による入力なしで自動的に始
まり、ワークロード ドメイン内のすべてのクラスターが更新されるまで続きます。VMware Cloud 
Foundation 4.0.1 on VxRail 7.0以降のバージョンでは、お客様はワークロード ドメイン内の特定のホ
スト クラスターをアップグレードできます。これにより、メンテナンスの実施時期をより柔軟に設定することが
できます。 

共同開発されたこれらの機能はすべて、VMware Cloud Foundation on VxRailでしか体験できない
フルスタック統合ライフサイクル管理のエクスペリエンスを可能にする機能です。より優れた真の統合エクス
ペリエンスを Dell EMCのお客様に提供し、シンプルで迅速な IT トランスフォーメーションの推進をお手
伝いします。  

vxrail.is/vcfdemoで LCMプロセスやほかのデモをインタラクティブに体験できます。 

  

https://vxrail.is/vcfdemo
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ワークロード ドメイン クラスターのプライマリ vSANストレージを補完するため、VMware Cloud 
Foundation on VxRail（NFS/iSCSI/FC）で外部ストレージを使用することができます。これは補完
ストレージと呼ばれます。 

外部のセカンダリ ストレージは、主に次の目的に使用されます。 

• データ保護（ファイルや画像のバックアップ） 

• 静止データ（テンプレート、バックアップ、アーカイブ） 

• 従来の環境から VMware Cloud Foundation on VxRailへのワークロードとデータの移行 

• アプリケーション用ストレージ 

VMware Cloud Foundation on VxRailで外部ストレージをサポートすることは、標準の vSphereクラ
スターを使用している管理者がそのクラスターにセカンダリ データストアを接続する経験にたとえられます。
VMware Cloud Foundationでは、このマウント処理は、標準の vCenter操作手順に従って手動で実
行されます。このプラットフォームが外部ストレージ システムのライフサイクル管理、ストレージ プロビジョニン
グ、ネットワーク（IPまたは FC）構成またはゾーニングを行うことはありません。代わりに、管理者がネイ
ティブのストレージ システムおよびネットワーク管理ツールを使用してこれらのタスクを実行します。 

 

新しいユース ケースが現れて広がっていく中で求められるさまざまな要件に細かく対応するため、さまざま
な処理能力、メモリー、キャッシュ構成に対応した VxRail ノードが提供されています。要件の増加に応
じて、細かい単位でシステムをスケールアウト/スケールアップできます。   

Dell EMCでは、最新の Dell EMC PowerEdgeサーバー プラットフォームを使用した、HCI向けに特別
にビルドされたナンバーワンのハイパーコンバージド インフラストラクチャ ポートフォリオを提供しています。この
ポートフォリオのカスタマイズされた優れたパフォーマンスと信頼性は、あらゆるワークロードに対応可能で
す。また、高度なアプローチでインテリジェントな導入と運用を実現し、ITをシンプルにし、加速させます。
次世代の PowerEdgeサーバーを使った Dell EMC HCIは、ソフトウェアデファインド データ センターのイ
ニシアチブに最適な基盤を提供する、パワフルでハイパーコンバージドな専用のプラットフォームです。 

最大で 150のお客様の HCI要件が組み込まれた PowerEdgeサーバーは、サーバーとストレージの両
方に依存する HCIワークロード専用に設計され、カスタマイズされています。これにより、あらゆるユース 
ケースに対応可能な、より一貫性があり、予測可能で信頼性に優れる高パフォーマンスの HCIを実現
することができます。包括的なポートフォリオを使用することにより、Dell EMCは、ワークロードの要件、お
客様の環境と標準化、導入に関する要望など、各組織の個別の HCIニーズに合致した最適な HCI
を提供することができます。 

IDCによれば 3、Dell EMCはハイパーコンバージド インフラストラクチャ販売のリーダーであり、市場占有
率は 30%を超えています。多くのお客様が他の競合品ではなく、Dell EMC HCIを選択しています。
Dell EMC PowerEdgeは、世界で最も売れているサーバーです。業界をリードする PowerEdgeサー
バーに組み込まれた、業界をリードする Dell EMC HCIは、一元化されたサポート ポイントとシステム全
体の完全なライフサイクル管理を提供し、勝利をつかむためのソリューションを生み出しています。 

VxRail環境はクラスターとして構成され、各ノードには内蔵ストレージ ドライブが含まれています。
VxRailシステムは、ソフトウェアがロードされた状態で納品され、お客様が用意したネットワークにすぐに
接続できます。ほとんどの環境では、内部と外部の通信に 10Gbの Ethernetを使用していますが、
25Gbの Ethernet接続も利用できます。インストール時にシンプルなウィザードを使用して、固有のサイ
トやネットワークの要件に合わせてシステムを設定することができます。 

 
3 2018年 6月発行の 2018年第 1四半期 IDC統合 Trackerに基づく 

VMware Cloud 
Foundation on 
VxRail用の外部ス
トレージ 

VxRailの柔軟な
ハードウェア構成 
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Dell EMC VxRailアプライアンスは、新しいインテル® Scalable® プロセッサーとさまざまな容量の RAM
およびストレージを搭載した Dell EMC PowerEdgeサーバーの中から選択いただけます。これにより、
お客様には今必要なものを購入いただくことができます。シングルノードのスケーリングとストレージ容量の
拡張により、予測可能な「成長に応じた購入」アプローチが可能になるため、ビジネスやユーザーの要件
の変化に応じて、将来のスケールアップとスケールアウトに対応できます。  

図 19 は、このホワイトペーパーの執筆時点で使用可能な該当ファミリーの包括的なオプション セットを
示しています。あらかじめ規定された方法に基づいて、VxRailモデル シリーズ ファミリーで使用可能な何
百万もの構成を組み合わせることにより、お客様のワークロード要件を満たすように VxRailを構成でき
るようになっています。VxRailのハードウェア構成の詳細については、Dell EMC VxRail Appliance 
TechBook4を参照してください。 

 

図 19： VxRailアプライアンスで使用可能なコンポーネント オプション  

VxRailの自動ライフサイクル管理により、スケールアウトして新しいアプライアンスをスムーズに追加し、異
なるモデルを VxRail クラスター内で混在させることができます。最新のテクノロジー アプライアンスを既存
のクラスターに追加し、古いアプライアンスの使用を停止することにより、いつでも最新の HCI環境が得ら
れます。コストがかかる SANデータの移行についてもう心配する必要はありません。また、柔軟なストレー
ジ オプションを使用することにより、まずはいくつかのドライブを使用してノードを立ち上げ、その後、必要な
容量が増加するのに合わせてドライブを追加することも可能です。さらに、アプライアンスをスケールアップ
し、追加のメモリー、GPU、NIC カード、キャッシュ SSD、容量ドライブを使って VxRail ノードをスムーズ
にアップグレードし、要件の変化に対応することもできます。シングルノードのスケーリングと拡張により、ビ
ジネス上の要件やユーザーの要件の変化に応じてスケールアップやスケールアウトしていく、予測可能な
「成長に応じた投資」アプローチを提供します。 

 

VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRailは、お客様の既存のネットワーク インフラストラク
チャを活用するノードのクラスター（プラットフォーム）として、またはオプションとして図 20 に示す統合ネッ
トワーキング機能を備える統合ラック システムとして提供されます。  

 
4 https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/technical-guides-support-
information/products/converged-infrastructure/h15104-vxrail-appliance-techbook.pdf  

VxRailのデリバリー 
オプション 

https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/technical-guides-support-information/products/converged-infrastructure/h15104-vxrail-appliance-techbook.pdf
https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/technical-guides-support-information/products/converged-infrastructure/h15104-vxrail-appliance-techbook.pdf
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これらのデリバリー パッケージ オプションは、vSANを使用した標準の VxRail HCI、VCF on VxRail、
VxRailエッジなど、お客様のあらゆるさまざまなユース ケースに使用できます。  

 

図 20： VxRailのデリバリー オプション 

VxRail統合ラックのデリバリー サービス オプション 

VxRailソリューションのユース ケースを採用することを考えており、ニーズに合った柔軟なラック設計構成
を必要としているお客様には、VxRail統合導入向けにカスタマイズされたラック設計構成と統合サービス
をご利用いただけます。これらのサービスは、Dell EMCの機器またはサード パーティーのネットワーキング 
ハードウェア ベンダーの機器を使用するか、まったくネットワークを使用しないお客様をサポートします。ま
た、これらのサービスは、Dell EMCまたはその他のベンダーが供給するラック ハードウェアを使用するお客
様もサポートします。 

Flexible Dell Technologies 2nd Touch Facility工場サービスを使用することにより、お客様は希望
するラックおよびネットワーキング コンポーネントを選択できます。お客様は、デル・テクノロジーズもしくはデ
ル・テクノロジーズのパートナーである APCからラックを購入する、または独自に起用したサード パー
ティー ベンダーのラックを提供することができます。また、ネットワーク スイッチに関連するオプションもありま
す。デル・テクノロジーズから OS10 EEスイッチを使用した Dell EMC PowerSwitchを購入する、また
は独自に起用したサード パーティー ベンダーのスイッチを提供することができます。お客様によって提供さ
れるサード パーティー ベンダーのコンポーネントはすべてデル・テクノロジーズ以外からお客様が別途購入
する必要があります。これらのコンポーネントについてのサポートは、デル・テクノロジーズではなく、コンポー
ネント ベンダーから提供されるものとします。したがって、お客様は、自社のインフラストラクチャについて、
システムに使用するコンポーネントごとにどのようなサポート エクスペリエンスを希望するかを選択することが
できます。 
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図 21： VxRail統合ラックのデリバリー オプション 

 

VxRail ノードの導入オプションを選択したお客様は、ネットワークとラックの構成を定義し、ノードと Dell
ではないサード パーティー ベンダーの製品を物理的にラックに設置してケーブルで接続する責任を負いま
す。このオプションでは、VxRail ノードはお客様に直接出荷され、その後、お客様が自社のデータ セン
ターでラックの統合作業を行うことになります。  

工場統合ラック構成デリバリー契約では、お客様が、サード パーティー製品の使用も含め、ネットワーク
およびラックのコンポーネントならびに VxRail ノード ハードウェアおよびラックの設計構成を定義する一
方、ラックの統合作業はラックをお客様に出荷する前に Dell Technologies 2nd Touch Facilityで実
施します。この契約を希望する場合、お客様はカスタマイズされた VxRail ラック統合サービスオプションを
利用できます。注：サード パーティー製のコンポーネントについて、お客様は製品を調達し、統合作業
ができるよう同製品を Dell Technologies 2nd Touch Facilityに送付する責任を負います。このオプ
ションは、利用可能なすべての VxRailソリューションのユース ケースをサポートします。  

最後に、特定の VxRailのターンキー クラウド ソリューションを希望し、14日以内に速やかにデリバリーが
完了することを希望するお客様は、Dell Technologies Cloudポートフォリオ内で利用可能なクラウド 
ソリューションの中からいずれか 1つを選択し、購入することができます。これらのソリューションはそのまます
ぐに利用できるターンキー ソリューションであり、タイム トゥ バリューが最速となるよう設計、パッケージ化さ
れています。構成は事前に検証済みであり、迅速にデリバリーできるようにデル・テクノロジーズがあらかじ
め定義したラック コンポーネント、VxRail ノード構成、ラック構成設計で構成されたラックで提供されま
す。お客様は事前に定義されたさまざまな VxRail ノード ハードウェア構成の中から構成を 1つ選択しま
す。選択した構成はラックに組み込まれ、ソリューションの一部としてお客様にデリバリーされます。このカテ
ゴリーで利用可能な製品には、VCF on VxRail と VMC on Dell EMCがあります。  

 

VCF on VxRailは、お客様のプライベート クラウド テクノロジーの利用方法に合う柔軟な利用料モデル
を提供しています。具体的には、従来の CAPEXモデルのほかに DTCPサブスクリプション モデル、Dell 
Technologies On Demandモデルがあります。 

• CAPEX：これまでどおり CAPEX利用料モデルで VCF on VxRailを購入いただけます。利用
料は前払いとなります。このモデルは受注仕様生産（CTO）構成と固定構成の 2つのタイプの
ソリューション構成オプションで使用できます。CTO構成では、お客様に自由に構成を選択いた

VMware Cloud 
Foundation on 
VxRailの利用料モ
デル 
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だき、高い柔軟性を提供します。固定構成では、より迅速なデリバリーを実現するために設計さ
れた事前構成済みノード構成オプションのサブセットをご提供します。CTO構成はグローバルに
利用できます。固定構成オプションについては現時点では米国でのみ利用可能です。 

• DTCPサブスクリプション：The Dell Technologies Cloud Platform with VCF on VxRail
は、サブスクリプション ベースの利用料オプションを提供しています。DTCPサブスクリプションは、ス
ピードと柔軟性の観点から設計されています。DTCP（VCF on VxRail）のアップデートが
2020年 2月に発表されました。これにより、お客様は、標準ラックと事前にビルドしたラックを使
用した 6つの事前構成済みノード オプションの中から希望するオプションを選択し、導入するハイ
ブリッド クラウドをすぐ簡単に購入、拡張することができるようになりました。1か月のサブスクリプ
ション料は、1 ノードあたりの月間コストに基づいています。このサブスクリプション モデルは、当社が
推進するクラウド イノベーションにおける取り組みの 1つであり、お客様にデル・テクノロジーズの製
品をできる限りシンプルにご利用いただくためのものです。現時点では米国でのみ利用できます。 

• Dell Technologies ON DEMAND：利用可能対象が全ポートフォリオに広がった Dell 
Technologies ON DEMANDを利用することにより、お客様は、使用しているテクノロジーにつ
いてのみ利用料を支払うことで Dell Technologies Cloud Platformを導入することができま
す。利用状況に応じて容量とお支払いを調整いただけます。このオプションは選択の自由度と柔
軟性の観点から設計されています。このモデルは、Flex On Demand、Data Center Utility、
リースオプションなど、さまざまな利用料モデルで構成されています。Dell Technologies On 
Demandは、VCF on VxRailで利用可能な完全受注仕様生産構成をサポートしており、グ
ローバルに利用できます。 
 

 

図 22： VMware Cloud Foundation on VxRailのコンサンプション オプション 

 

VMware Cloud Foundationは、ネットワーク フレキシブル アーキテクチャをサポートします。お客様は、
組織の標準要件および拡張性要件を満たすスイッチを選択できます。また、ネットワーク構成の柔軟性
も高められ、SDDC Managerの自動化や構成の妨げになることを心配せずに VLANおよびその他の
設定を構成することができます。SDDC Managerは物理ネットワーク層へのアクセスを必要としません。
スイッチの構成は手動で行われ、お客様のネットワーク チームが実施します。カスタム サービス契約でカ
バーされている場合には、プロフェッショナル サービス エンジニアが実施します。 

ネットワーキング 
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VMware Cloud Foundation on VxRailネットワーク トポロジーには複数のオプションがあります。想定
している目的に合ったトポロジー設計を選択することができます。VMware Cloud Foundation on 
VxRailの最も一般的なネットワーク トポロジーは標準のスパインリーフ アーキテクチャに従ったトポロジー
です。プラットフォームのワークロード ドメインからの VLANを、サポートしている物理ネットワーク層のどこで
終了させるかを決定する必要があります。また、VMware Cloud Foundation on VxRailのマルチ ラッ
ク導入では、レイヤー2 とレイヤー3の境界についても決定する必要があります。 

図 23 に物理ネットワーク トポロジー設計の例をいくつか示しています。ネットワーク設計オプションの詳細
については、VxRail Knowledge Center と Dell EMCサポート ポータル（リンクは付録 A：参考資
料を参照）に記載されている VxRailネットワーク プランニング ガイド、アーキテクチャ ガイド、Dell EMC
ネットワーキング ガイドを参照してください。 

 

図 23： VMware Cloud Foundation on VxRailネットワーク トポロジー オプションの例 

VxRail 4.7.300では、追加のラックにまたがるクラスターの VxRail ノード ネットワークは、同じ IPサブ
ネット（ルーティング非対応）を共有することができます。また、別の IPサブネット（ルーティング対応）
を割り当てることも可能です。これにより、よりネットワーク構成の高い柔軟性をお客様に提供します。  

VMwareはこのプラットフォームのバージョン 4.0でアプリケーション仮想ネットワーク（AVN）の概念を
導入しました。アプリケーション仮想ネットワークは、vRealize Suite クラウド管理コンポーネントへのリンク
を有効化し、アップストリームの外部ネットワークへの接続を可能にします。vRealize Log Insight、
vRealize Life Cycle Manager、vRealize Operations Manager、vRealize Automationなどの
vRealize コンポーネントは導入時に AVNに接続します。  
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図 24： アプリケーション仮想ネットワーク（AVN）の概要 

AVNには次のメリットがあります。 

• アプリケーション仮想ネットワークは、分散型ファイアウォールとして NSX Edgeデバイスを使用し、
各アプリケーションを相互に分離するとともに外部ユーザーからも分離することにより、高いセキュリ
ティを実現します。アプリケーション仮想ネットワークへの直接のアクセスは分散型ファイアウォール 
ルールによって制御されます。 

• データ センター間でのアプリケーションの移動を可能にする単一の IPネットワーク アドレス空間を
将来使用することができます。 

• シンプルなディザスター リカバリー手順 

• リージョンをまたぐフェールオーバー サポートを必要とするアプリケーションには、オーバーレイでバック
アップされたリージョンをまたぐサブネットが提供されます。 

• フェールオーバー時には、アプリケーションの IPアドレスが保持されるため、RTOが速くなります。 

本レポートの作成時点では、SRMベースのディザスター リカバリーを使用した VMware Cloud 
Foundation 4.x on VxRail 7.xのデュアル リージョン構成はサポートされていませんのでご注意ください。 
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ネットワーク仮想化 

VMware Cloud Foundation on VxRailのネットワーク仮想化レイヤーの基盤は NSX-Tが提供しま
す。NSXは、ソフトウェアデファインド ネットワーキング アプローチを提供します。これにより、レイヤー2から
レイヤー7のネットワーキング サービス（スイッチング、ルーティング、ファイアウォール、ロード バランシングな
ど）をソフトウェアで提供します。これらのサービスは任意の組み合わせでプログラムを構築することがで
き、他のネットワークから切り離された独自の仮想ネットワークをわずか数秒で作成できます。次世代の
仮想ネットワーク プラットフォームとされる NSX-Tは、Kubernetes、VMware Tanzu、クラウド ネイティ
ブ アプリケーションにネイティブ サポートを提供します。  

NSX-Tを含む VMware Cloud Foundation on VxRailのネットワーク アーキテクチャの詳細について
は、『VMware Cloud Foundation on VxRail Architecture Guide』（リンクは付録 A：参考資料）
を参照してください。 

 

柔軟なネットワーク アーキテクチャを使用する VMware Cloud Foundation on VxRailシステムは、マ
ルチサイトのユース ケースをサポートできます。マルチサイトのユース ケースでの導入は自動化されていま
せん。VMware Validated Designsに記載されている追加のガイダンスを活用することにより、お客様
は複数のアベイラビリティー ゾーンのトポロジーに Cloud Foundation環境を導入し、さまざまなマルチサ
イトとストレッチ クラスターのユース ケースをサポートすることができます。  

アベイラビリティー ゾーンは次の方法で SDDCのレジリエンスを高め、SLAを向上します。 

• プライマリ リージョン内の個別のフォールト ドメインを識別できます。 

• vSANのストレッチ クラスタリング機能を活用して、アベイラビリティー ゾーン間でワークロードを分
散します。 

 

vCenterからの Dell EMCの［Support］タブへのアクセス  

Dell EMCの［Support］タブは、VxRail Manager HTML5 vCenterプラグインで vCenterに表示
されます。［Support］タブからは、Dell EMC Software Remote Services（SRS）の構成情報
などの Dell EMCサービスおよびサポート情報にアクセスできるほか、オンライン チャットによるサポート 
サービス リクエストの管理機能を利用できます。また、［Support］タブには、Dell EMCナレッジベース
記事を読むことができる VxRail Communityのページへのリンクと FAQ と VxRailのベスト プラクティス
を参照できるユーザー フォーラムへのリンクが掲載されています。図 25 はサポート ビューの例です。 

マルチサイトのユース 
ケース 

サービスおよびサ
ポート 
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図 25： VxRail Manager HTML5 vCenterプラグインで vCenterに表示された Dell EMCの
［Support］タブ 

Dell EMC Secure Remote Services（SRS） 

今日のデータ センターでは、テクノロジー、プロセス、ワークフローのモダナイゼーションが急速に進んでいま
す。こうした進化が途切れることなく続く中、予期しないデータやアプリケーションの中断はビジネス上の成
果を妨げる大きな障害となる可能性があります。ドライブの障害や古くなったコード レベルなどの問題に
よって発生するこうした予期しない問題の多くは、早期に検知できれば簡単に回避できます。Dell EMC 
Modern Customer Service Experienceの基盤となる Dell EMC Secure Remote Services
（SRS）は、中断の原因となる可能性のある問題を、実際にビジネスに影響が出る前に検知し、プロ
アクティブに解決します。  

VMware Cloud Foundation on VxRailには、次の SRS拡張機能があります。 

• VxRailシステム イベントとアラートを活用し、Dell EMCサポートによるプロアクティブなコール 
ホーム サポートを提供します。 

• 問題の解決にかかる時間を短縮し、SLAのアップタイムを向上させます。 

• Dell EMC自動ディスパッチ サポートとの統合により、サーバー ドライブおよび電源装置の部品
交換をサポートします。 

SRSは、VxRailを含む Dell EMC製品と Dell EMC カスタマー サポートをつなぐ安全性の高いリモー
ト接続を提供し、問題の回避と迅速な問題解決をサポートします。SRSは完全に仮想化されており、
あらゆる規模のエンタープライズ環境に柔軟に対応します。次のようなさまざまなメリットとサービスが含ま
れて、有効な ProSupport Enterprise契約または保証契約があれば追加コストなしで利用できます。 

• 健全性をプロアクティブにモニタリングし、問題の発生を防止します。 

• 問題の検出と通知、ケースの作成を自動で行い、アップタイムを短縮します。 

• 予測分析に基づいて適切な対応をアドバイスします。  
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SRS ライフラインは、SRSゲートウェイから Dell EMC カスタマー サービスに 30秒間隔で送信される
ハートビートです。接続のステータスと各製品のステータスを Dell EMCに通信します。このハートビートを
活用して継続的にモニタリング、通知し、適宜リモートでプロアクティブなトラブルシューティングを実施する
ことにより、Dell EMC製品の高可用性を維持します。  

お客様のデータのセキュリティは Dell EMCの最優先事項です。SRSは、お客様と Dell EMCが安心
してソリューションを使用できるよう、収集からトランスポート、ストレージまで、リモート接続プロセスの各ス
テップで複数のセキュリティ レイヤーを使用しています。 

• SRSソフトウェアは FIPS 140-2検証済み暗号形式でお客様のサイトに配布されます。 

• Dell EMCに対する通知はすべてお客様のサイトから実行され、外部ソースから実行されること
は決してありません。また、Advanced Encryption Standard（AES）の 256 ビット暗号化を
使用して安全性を確保しています。 

• IPベースのアーキテクチャはお客様の既存のインフラストラクチャと統合されており、安全な環境が
維持されます。 

• お客様のサイトと Dell EMC間の通信は RSA®デジタル証明書を使用して双方で認証され
ます。 

• お客様のサイトからの通知を表示するために必要なデジタル証明書は、2要素認証で検証され
た、認定済み Dell EMC カスタマー サービス プロフェッショナルだけがダウンロードできます。 

• Remote Service Credentialsは、Dell EMCの技術者間の共有ログイン認証情報はなく、お
客様のシステムへの静的ログインは一切ないことを意味します。 

• オプションの SRS Policy Managerアプリケーションを使用すると、お客様の独自のガイドラインと
要件に基づいてサポート アクセスを付与または制限できます。また、詳細な監査ログも提供され
ます。 

注：SaaSマルチクラスター管理などの他の VxRailサービスのデータ転送をサポートするため、信頼性の高い安
全な SRSセキュア リモート接続を使用しています。 

Dell EMC eサービス サポート コミュニティーとナレッジベースの統合 

Dell EMCサポート アカウントに VMware Cloud Foundation on VxRailプラットフォームを登録する
と、次のような Dell EMCサポート アカウントの eサービス機能にアクセスできます。 

• Knowledgebaseの記事の検索 

• 事前に入力された顧客データが記載されたサポート チケットを開くコンテキスト機能 

• サポートとのチャット セッション 

• Dell EMC Community Networkへのアクセス 

Dell EMCバックエンド サポート サービスとのネイティブ VxRail統合は、VxRail Manager vCenterプ
ラグインを通じて vCenterに組み込まれます。 

Dell EMCプロフェッショナル サービス 

VxRailおよび VMware Cloud Foundationソフトウェア プラットフォームを正しくインストールするには、
Dell EMC Servicesを利用する必要があります。Dell EMCネットワーキング ハードウェアの設置およびマ
ルチサイトまたはストレッチ クラスター構成の初期インストールも利用可能なオプション サービスです。Day 2
の必要なカスタマイズ作業（NSXのカスタマイズ、vRealize Automationのカスタマイズ、データ保護のカ
スタマイズなど）は、VMwareまたは Dell EMC との追加のサービス契約で実施されることになります。 
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Dell EMC Servicesでは、包括的な統合、実装、サポート、コンサルティング サービスを提供して
VMware Cloud Foundation on VxRailの導入を加速し、ダウンタイムを短縮し、運用をシンプルにし
ます。Dell EMC Servicesは、IT組織が VMware Cloud Foundation on VxRailのハードウェアとソ
フトウェア コンポーネントを導入するとともに、この統合クラウド プラットフォームを自社のアプリケーション 
ポートフォリオ、運用モデル、エンタープライズ インフラストラクチャに統合して IaaSを実現し、迅速に投
資の価値を実現する手助けをします。 

 

図 26： VCF on VxRail向けの Dell EMC Services 

コンサルティング サービスは、IaaS を迅速に実現するためにプラットフォームとサービスの統合を補完し
ます。 

• アプリケーションの統合については、ターゲット アプリケーションをプロファイリングし、VMware 
Cloud Foundation on VxRailの導入における各アプリケーションの適合性と優先度を決定し
ます。その後、ダウンタイムとリスクを最小限に抑えながら、ターゲット アプリケーションを移動させる
ための支援を提供します。 

• 運用モデルの統合については、運用プロセスを改善し、より自動化された、サービスとして俊敏性
の高い運用を実現すると同時に、お客様のチームの役割とスキルを最適化し、サービス ベースの
運用を実現するための支援を提供します。 

Dell EMCのサポート 

お客様は、図 27 に示すように、ビジネス モデルに合わせてサポートおよびメンテナンス オプションを選択
できます。  

 

図 27： VMware Cloud Foundation on VxRailサポートのオプション 
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Dell EMCからすべてのコンポーネントを購入したお客様は、Dell EMCから単一ベンダーとしてのサポー
ト エクスペリエンスを受けることができます。VMware Cloud Foundationソフトウェアについては、Dell 
EMCが初期サポート レベルのサポートを提供し、ハイレベルなサポートは VMwareから受けられるよう
にします。同様に、Dellが提供する APC ラックについては、Dell EMCが初期サポートを提供するととも
に、ハイレベルなサポートは APCから受けられるように調整します。 

VCF on VxRailについては、お客様が独自の VCF ライセンスを持っている場合でも、デル・テクノロジー
ズが ProSupport と ProSupport Plusの両方で VCFソフトウェアのサポートを一元的に提供します。 

また、ProSupport と ProSupport plusの両方に Dell EMCが実行するリモート システム ソフトウェア 
コード アップグレードが含まれています。  

お客様は VCFシステム ソフトウェア コードのアップグレードを自分で実行することもできますが、VCF on 
VxRailの有効な ProSupport Suite契約（ProSupport、ProSupport Plusまたは ProSupport 
One – Next Business Day or 4 hour Mission Critical）があれば、Dell Technologies Remote 
Proactive Teamにコード アップグレードを実行してもらうこともできます。これにより、お客様のフルスタッ
ク サポート エクスペリエンス全体がシンプルになります。 

サード パーティーからネットワーク スイッチ、ラック、PDUを購入されたお客様は、そのサード パーティー ベ
ンダーから各コンポーネントのサポートを受けることになります。 

Dell EMC ProSupport Plusでは、世界レベルのサポートを提供するための専門知識、ノウハウ、能力
を備えた一元化されたサポート窓口をご利用いただけます。 

ProSupport Plusでは、高度なトレーニングを受けた専門家が世界各国で 24時間体制で対応にあ
たり、お客様の ITニーズに応え、トラブルを最小限に抑え、高い生産性を維持するための支援を提供し
ています。55,000人を超える Dell EMC とパートナーのプロフェッショナルが 165の国で 55を超える言
語を使って企業の皆様に次のようなメリットをお届けしています。  

• Dell EMCの規模とスキルを活用して生産性を最大化する  

• 高度なトレーニングを受けた専門家が 24時間体制で対応することで、障害を最小限に抑える 

• 一元化された窓口からすべてのサポート ニーズにお応えし、効率的にサポートを提供 

VxRailアプライアンスのハードウェアおよびソフトウェア（VMware Cloud Foundationソフトウェアを含
む）に関する電話、チャット、インスタント メッセージによるサポートを単一の窓口から 24時間 365日、
グローバルに提供しています。また、サポートには、オンライン サポート ツールやドキュメントへのアクセス、
オンサイトでの迅速な部品配送と交換、新しいソフトウェア バージョンへのアクセス、オペレーティング環境
のアップデートのサポート、Dell EMC Secure Remote Services（SRS）によるリモート モニタリン
グ、診断、修理などが含まれます。 

Dell EMCの 12か所のセンター オブ エクセレンスと Joint Solution Centerは、OracleやMicrosoft
などの業界をリードするアプリケーション プロバイダーと Dell EMC とのアライアンスを活用し、社内コラボ
レーションを提供し、業界トップレベルのサポートを提供します。Dell EMCの 87か所のテクニカル サポー
ト サイトは、71か所の Dell Tech Support Site と 16か所の Dell EMC Customer Service 
Centerで構成されています。  
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まとめ 
VMware Cloud Foundation on VxRailは、ネイティブの VxRailハードウェアとソフトウェアの機能なら
びにその他の VxRailの固有の統合を駆使した完全統合プラットフォームを通じて、ハイブリッド クラウド
を活用するための最もシンプルな方法を提供します。 

Dell EMCは、自分のペースでシームレスかつシンプルに IT トランスフォーメーションを推進することを可
能にする柔軟な最新のクラウド インフラストラクチャ ソリューションを提供することにより、お客様の IT トラ
ンスフォーメーションとハイブリッド クラウドの導入を支援します。IT トランスフォーメーションの取り組みは一
夜にして完結するものではありません。デル・テクノロジーズは、IT トランスフォーメーションのプロセスをサ
ポートする戦略的ビジネス パートナーとなることを目指しています。 

Dell EMCは、「MAT」戦略を採用し、ハイブリッドがもたらすメリットを活用することによって IT トランス
フォーメーションを達成できると考えています。MAT戦略の概要は次のとおりです。 

• サーバー、ストレージ、統合システム全体でスケールアウト技術、ソフトウェアデファインド技術、クラ
ウド対応技術を活用し、インフラストラクチャを Modernize（モダナイズ）します。 

• サービスを Automate（自動化）して新しいセルフ サービス エクスペリエンスを創出し、ビジネス
と ITを連携させます。 

• 新しい役割、スキル、組織構造の必要性を理解して運用方法を Transform（変革）し、新し
い技術機能の活用と最適化を図ります。 

このMAT戦略をうまく実践できる企業がこのデジタル時代において成功する企業です。取り組みをス
タートしたお客様は、ハイパーコンバージド インフラストラクチャを採用してコンピューティングとストレージの
運用をシンプルにし、従来の 3階層型インフラストラクチャのモダナイゼーションを進めていくことができま
す。コンピューティングとストレージをサイロ化した環境で管理し、ハードウェアベースのインフラストラクチャを
使用してコンピューティングとストレージのサービスを提供する、という方法をとるのではなく、ネイティブの
VMwareツールを使用してコンピューティングとストレージの管理を統合することによって運用をシンプルに
できます。また、自動化、そしてコンピューティングとストレージの仮想化のパワーを活用することにより、イ
ンフラストラクチャのプロビジョニングとライフサイクル管理における IT部門の俊敏性を高めることができま
す。このアプローチならば、何日も、あるいは何週間もの時間をかけていたコンピューティングとストレージ 
インフラストラクチャのプロビジョニングを数分から数時間で完了できます。これらの機能は VxRailハイ
パーコンバージド インフラストラクチャを導入することによって利用可能になります。VxRailには、コン
ピューティング仮想化のための vSphere、ストレージ仮想化のための vSAN、そして HCI ライフサイクル
管理用の VxRail Managerソフトウェアを含む VxRail HCIシステム ソフトウェアが含まれています。こ
の段階で、お客様は MAT戦略のモダナイゼーションの部分に取り組むことができます。  

自動化された SDDC ライフサイクル管理のメリットを活かしてインフラストラクチャ全体を仮想化し、完全
な VMware SDDCを導入することを希望するお客様は、ネットワークの仮想化とセキュリティのための
NSX、SDSのための vSAN、SDCのための vSphere、SDDCのライフサイクル管理のための SDDC 
Managerを含む VMware Cloud Foundationおよび標準化された VMware SDDCアーキテクチャ
を VxRailに実装することから始めることができます。インフラストラクチャ全体を仮想化することにより、リ
ソースの活用、ワークロードとインフラストラクチャの構成の俊敏性、高度なセキュリティなど、完全に仮想
化されたインフラストラクチャがもたらすメリットを享受できるようになります。VMware Cloud Foundation
（特にこのプラットフォームに含まれている SDDC Manager）が提供する SDDCソフトウェア ライフサ
イクル自動化機能により、お客様は SDDCソフトウェアとハードウェア スタックのフル スタックのライフサイク
ル管理のエクスペリエンスを合理化することができます。これにより、スタックのすべての SDDCソフトウェア
とハードウェア コンポーネントに対して、複数のツールを使用してアップデートとアップグレードを手動で行う
という手間が不要になります。これらのプロセスは、VxRail Manager と併せて SDDC Managerの一
般的な管理ツールセットを使用することにより、合理化されます。この段階でお客様は、完全に仮想化さ
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れたインフラストラクチャがもたらすデータ サービスのメリットを SDDC インフラストラクチャの自動化された
LCM機能とともに利用できるようになります。たとえば、一部のデータ サービスではマイクロセグメンテー
ションのような NSXのソフトウェア デファインド ネットワーキング機能を使用します。ソフトウェア デファイン
ド ネットワーキング ツールを導入せずに物理ネットワーキング ツールを使ってこの機能を実装することはほ
とんど不可能です。もう 1つの重要な側面は、統合されたクラウド ソフトウェア プラットフォームである
VMware Cloud Foundationを導入することによって標準化されたアーキテクチャを導入することにな
り、これらの SDDC コンポーネントをまとめて導入できるようになるということです。プラットフォームの一部
に標準化された設計を採り入れることにより、これらのコンポーネントが相互に認定され、デル・テクノロ
ジーズから認定されていることをお客様に対して保証することができます。これにより、お客様は、自動化
された検証済みの方法を使い、安心してエンドツーエンドのスタック全体を現在の継続的に検証された
状態から次の継続的に検証された状態へと移行させることができます。また、オプションとして、この完全
に仮想化されたインフラストラクチャ上で実行可能な、モダン アプリケーション サービスを使った Virtual 
Desktop と Cloud Native Platformのユース ケースを、それぞれ Horizon と VCF with Tanzuを使
用して柔軟に取り込むこともできます。このステージでお客様は、MAT戦略のモダナイゼーションと自動
化の部分に取り組むことができます。また、将来、お客様が完全なハイブリッド クラウドをシームレスに実
装するための基盤を整備できます。 

IT トランスフォーメーションの推進に対する IT部門の意気込みが高まるにつれ、この完全に仮想化され
た新しいインフラストラクチャの運用管理を改善したいというニーズが出てくる可能性があります。その場合
には、追加の SDDC運用管理サービス機能を SDDCに組み込むことができます。これらの運用管理
機能は、vRealize Operations、vRealize Log Insight、vRealize Network Insightによって提供さ
れ、標準化されたアーキテクチャが保証するベスト プラクティスに沿ってシームレスに追加することができま
す。このステージでは、完全に仮想化されたインフラストラクチャの管理とモニタリングの方法の改善に向け
た改革を始めることができます。これでお客様はコンピューティング、ネットワーク、ストレージにまたがる
SDDC抽象化についてより多くの知見を得られるようになります。また、組み込まれた分析機能を活用
して、キャパシティ プランニングやトラブルシューティングをよりスマートに、より効率的に実施できるようにな
ります。このステージでは、MAT戦略のモダナイゼーションと自動化の部分について取り組みを始めること
ができます。 

IT部門が完全に仮想化された SDDC インフラストラクチャを管理、運用、自動化することに慣れてくれ
ば、このインフラストラクチャをビジネス部門に提供するためのトランスフォーメーションを進める準備が整っ
たということになります。この段階では、クラウド運用モデルを採用し、IT部門が提供するビジネス ユー
ザー向けのセルフサービスのポータルやカタログを使ってサービスとしてのインフラストラクチャ（IaaS）や
サービスとしてのデスクトップ（DaaS）などのサービスをビジネス部門に提供します。MAT戦略のこの段
階では、IT組織内の人材とプロセスの変更の組み合わせ、そしてそれをサポートするテクノロジーが必要
となります。ここで IT組織は vRealize Automationを使用したクラウド管理と vRealize Businessを
使用したクラウドのコスト管理を導入できます。このステージでは、IT部門は完全なプライベート クラウド
を手にしており、MAT戦略の変革の部分に取り組んでいくことになります。 

多くのお客様にとって最終的な目標はハイブリッド クラウドです。このステージでは、お客様はプライベート 
クラウドを使用して構築した機能を拡張し、パブリック クラウド サービスの導入を始めます。これにより、
ワークロード モビリティーと場所による制限を受けることなく、ワークロードを実行する場所を決定できるよ
うになります。また、プライベート クラウド リソースとパブリック クラウド リソースの両方に共通の運用モデル
を使用できるようになります。ここでお客様は、コストの観点からであれ、ガバナンス対応の観点からであ
れ、ビジネスにおける優先事項に合わせて VMware Cloud on AWSなどのパブリック クラウド サービス
または VMware Cloud on Dell EMCなどのその他の利用モデルを選択して活用できます。これによ
り、IT部門は、新しいデジタル トランスフォーメーションの取り組みを戦略的なビジネス活動として推進す
ることができます。 
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要約すると、VMware Cloud Foundation on VxRailは、ハードウェアを含むクラウド インフラストラク
チャ スタック全体にライフサイクル自動化が組み込まれた、標準化および検証済みのネットワーク フレキ
シブル アーキテクチャを導入しています。このようにして、パブリック クラウドの利便性と自動化を社内で実
現することで、データ センターの運用を根本的に簡素化します。これにより、互換性のある共通の
VMware Cloud Foundationのプラットフォームに基づいた、オンプレミスからオフプレミスに広がる真のハ
イブリッド クラウドを実現できます。このプラットフォームは、オンプレミスのインフラストラクチャのセキュリティと
制御性にパブリック クラウドのスピードと柔軟性を組み合わせることにより、シンプルさ、整合性、安心感
を提供し、組織が進めるビジネス イノベーションや差別化の取り組みを後押しします。 
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付録 A：参考資料 
• Dell EMC VxRail  

https://www.dellemc.com/ja-jp/converged-infrastructure/vxrail/index.htm  
 

• VMware Cloud Foundation on VxRail Architecture Guide 
https://infohub.delltechnologies.com/section-assets/vmware-cloud-foundation-on-
vxrail-architecture-guide 
   

• VMware Cloud Foundation on VxRail Planning and Preparation Guide 
https://infohub.delltechnologies.com/section-assets/vmware-cloud-foundation-on-
vxrail-planning-and-preparation-guide 
 

• Dell EMC VxRail Network Planning Guide 
https://infohub.delltechnologies.com/t/planning-guide-dell-emc-vxrail-network-
planning/ 
 

• Dell EMC Networking Guides for VxRail 
https://infohub.delltechnologies.com/t/guides-80/ 
 

• Dell EMC VxRail Appliance TechBook 
https://infohub.delltechnologies.com/t/techbook-dell-emc-vxrail-system-2/ 
 

• VMware Cloud Foundation 
https://www.vmware.com/products/cloud-foundation.html  
https://docs.vmware.com/en/VMware-Cloud-Foundation/ 
 

• VMwareソフトウェアデファインド データ センター（SDDC） 

https://www.vmware.com/solutions/software-defined-datacenter.html 
 

• VMware vRealize Suite 
https://www.vmware.com/products/vrealize-suite.html  
https://docs.vmware.com/en/vRealize-Suite/index.html 
 

• Dell EMC HCI for Kubernetes 
https://www.dellemc.com/en-us/cloud/hybrid-cloud-computing/hci-for-kubernetes.htm 
 

• Dell Technologies Cloud Platform 
https://www.delltechnologies.com/ja-jp/cloud/platforms/dell-technologies-cloud-
platform.htm 
 

• VMware Cloud on Dell EMC 
https://www.dellemc.com/en-us/solutions/cloud/vmware-cloud-on-dellemc.htm 
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 付録 B：ビジネスにおける ITに関する課題とトレンド 

 

45 VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRail 
ホワイト ペーパー 

 
 
  

付録 B：ビジネスにおける ITに関する課題とトレンド 
  

テクノロジーは私たちのライフスタイルと働き方に変化をもたらし、その変化は加速し続けています。新しい
デジタル時代の到来です。新たな産業革命と呼ばれる Internet of Things（IOT）が黎明期を迎え
ています。これまでの産業化の時代を動かしてきたのは、蒸気、石炭、電気でした。このデジタル時代を
動かしているのはデータです。この新たな産業革命は、容赦なくビジネスのランドスケープに変化をもたら
し、私たちの未来の形を変えようとしています。 

ビジネス情報技術（IT）部門は大きなプレッシャーを受けています。もはや IT部門の責任範囲は業務
活動の維持にとどまらず、IT部門がコスト センターとして扱われることはなくなりました。IT部門は今やビ
ジネス パートナーとして位置付けられつつあり、デジタル トランスフォーメーションにおいて重要な役割を果
たすことを求められています。  

あらゆる業界でデジタル トランスフォーメーションの推進が叫ばれるようになりました。私たちの日々の生
活やビジネスの機会がデジタル化された世界へシフトするにつれて、組織における IT活動の優先度を上
げる必要が出てきています。こうした変化の中、既存のシステムや運用モデルではビジネス ニーズに素早
く対応することができず、組織ではさまざまな問題が生じています。その結果クラウドやシャドーITは、IT
部門による一元管理の目が届かないところで起こったイノベーションの焦点となりました。このモデルが有
効であることが明らかになったことから、組織はこうした新しい技術をより持続可能な方法で活用しようと
考えています。  

モダナイズされた新しいアプリケーションを市場に出し、競合他社に勝つためにテクノロジーを駆使してイノ
ベーションを起こすこと、そして、より多くの選択肢を利用してより迅速にそれを達成することが喫緊の課
題になっています。同時に、コンプライアンスの一層の徹底、セキュリティの向上、コストの削減、効率性
の向上も求められています。ディザスター リカバリー（DR）ソリューションやビジネス継続性（BC）ソ
リューションを使ってリスクを軽減することはますます重要になっています。  

従来の ITインフラストラクチャは、ビジネスの個別のニーズに対応するため、あらゆるベンダーのあらゆるソ
リューションを採用してカスタマイズされています。この方法には柔軟性はありますが同時に欠点もありま
す。たとえば、インフラストラクチャを初期導入または拡張する際、調査から発注、導入、アプリケーション
導入の準備まで、相当な時間を要します。複数のベンダーから調達したハードウェアとソフトウェアを組み
合わせてインフラストラクチャを構築した場合、異なる専門技術を持った多数の ITスタッフに依存せざる
を得なくなり、個別にサイロ化した運用管理が行われることになります。管理が一元化されていないとセ
キュリティとコンプライアンスを実現することは非常に難しくなります。問題が発生した場合、ベンダーたちが
互いに責任を押し付け合い、サポートの話が前に進まないという事態に陥る可能性があります。アップグ
レードについても、どれだけ慎重に計画したとしても、複数の異なるベンダーから調達した製品間の相互
作用によって状況は複雑になり、リスクが高まります。 

このタイプのレガシー スタックの各製品は、独自のリソース（CPU、メモリー、ストレージ）を使用して断
続的に発生する常駐アプリケーションのワークロード ピークに対応するため、著しくオーバープロビジョニン
グされがちです。サーバーを仮想化した場合に得られる単一の共有リソース プールというメリットは、一般
的には依然としてサーバー レイヤーだけに限定されています。ネットワークやストレージなどのその他のコン
ポーネントはすべて、オーバープロビジョニングされたリソースでできたいくつかの島のような状態になってお
り、多くの場合、共有されていません。したがって、スタック全体の使用率は低くなり、その影響は調達コス
ト、スペースの使用コスト、電力コストを押し上げるという形で広がっていきます。旧来のレガシー環境で
はあまりに多くのリソースが浪費されることになります。 

ビジネスにおける IT
に関する課題 
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物理インフラストラクチャは、管理や自動化が困難な、複雑なハードウェアのサイロで構成されています。
定期的なメンテナンス作業とハードウェアのアウテージによって生じるダウンタイムは高くつきます。この問題
を軽減するために専用のスタンバイ ハードウェアを使用した場合、多額の費用が発生します。ハードウェ
ア中心のアーキテクチャでは、アプリケーションを実行する CPUの能力が限られることや、1つのマシンに
ついて 1つのオペレーティング システム イメージとなっていること、インフラストラクチャに柔軟性がなく、トラ
ブルシューティングが困難であること、などにより、運用が非効率になります。  

これらの問題を軽減するには、さまざまなベンダーとアプリケーションを柔軟に選択してインフラストラクチャ
を構築するのではなく、より標準化されたインフラストラクチャを構築し、サポートとメンテナンスをより容易
にすることが必要です。従来の IT部門では、導入するソリューションを検討する際に対象とするソリュー
ションの範囲を製品の互換性リストを使って狭めることにより、複数のベンダーからサポートを受けることに
よって生じる問題を軽減するというアプローチがとられています。しかし、このアプローチでも、簡単な自動
化ソリューションがなく、ITスタッフも限られている状況では、コンプライアンスを実現することは非常に困難
です。 

 

コンバージド インフラストラクチャまたはハイパーコンバージド インフラストラクチャを採用することにより、IT
組織は複数のベンダーが提供する製品の選択方法を標準化し、ハードウェアおよびソフトウェア コンポー
ネントを個別に導入、構成、管理する時間、コスト、リスクを抑えることができます。  

コンバージド インフラストラクチャ（CI）とは、要約すればシステム統合のことであり、ソリューション全体を
事前検証済みの認定された 1つのユニットとして構築、販売します。  

CIシステムは、インフラストラクチャ コンポーネントのシステム統合と検証の責任をお客様から引き受け、
ライフサイクル管理を保証します。お客様は、インフラストラクチャの選択、統合またはアップグレードについ
て心配することなく、仮想マシン、コンテナー、ベアメタル サーバーをスピンアップすることができます。カスタ
マイズされた管理インターフェイス、さらにセットアップおよびアップグレード用のプロフェッショナル サービスの
組み合わせを提供し、ソリューションを実装する時間を短縮します。 

ハイパーコンバージド インフラストラクチャ（HCI）は、従来の専用ハードウェア コンポーネントを使用する
のではなく、ソフトウェアデファインド テクノロジーを使用し、コンピューティング、ストレージ、ネットワーキング 
インフラストラクチャ サービスを提供します。HCIソフトウェアは、個々のサーバー内に設置されているスト
レージをまとめて 1つの共有ストレージ プールに定義し、その同じサーバー上でワークロードを実行しま
す。HCIは、通常、標準サーバー コンポーネント上に導入され、インテリジェンス サービスと豊富なデータ 
サービスをソフトウェア レイヤーに移動させてシンプルなスケールアウト アーキテクチャを提供します。ハード
ウェアとソフトウェアの組み合わせの幅が狭くなることから、HCIベンダーはハードウェアとソフトウェアのスタッ
クをより徹底的にテストしてアップグレードをより簡単にしています。 

組織は、従来の自前のインフラストラクチャから、ビジネスにおける ITに関する課題の解決を支援する
CIおよび HCIソリューションへと移行しつつあります。CIおよび HCI インフラストラクチャを導入することに
より、複数の事前に設計、統合されたコンポーネントが管理された単一のアーキテクチャの下で動作し、
一元化された管理機能と一元化されたサポート窓口によるエンドツーエンドのサポートを利用することが
できます。HCIは、ローカライズされた単一のリソース プールを提供します。これにより、リソース全体の使
用率をレガシー インフラストラクチャを使用した場合よりも高いレベルに引き上げることができます。管理が
シンプルになり、運用費を削減できるため、全体的な総所有コスト（TCO）は低下します。データ セン
ターでは、HCIを採用すると従来のインフラストラクチャと比較してケーブル接続が少なくなり、設置面積
も小さくなり、より迅速に、より低い総所有コストで導入できます。 

コンバージド インフ
ラストラクチャおよび
ハイパーコンバージ
ド インフラストラク
チャの採用動向 
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お客様のアプローチが「構築」から「利用」へとシフトし始めたことにより、業界におけるインフラストラクチャ
の導入が大きく変容しつつあります。この変容の背景には、IT部門が限られた経済的、人的リソースをビ
ジネスにおけるイノベーションを加速させることに重点投入する必要に迫られ、インフラストラクチャに投入
できるリソースが減少しているという状況があります。「自前で構築」型の導入戦略によって生産性の高
い IT インフラストラクチャを実現することは可能ではありますが、この戦略を実現することは難しく、長い時
間を要し、コンポーネントの統合、構成、認定、準拠、管理に関連する運用コストやリスクが高まる恐れ
があります。HCIの「利用」型の導入戦略を採用することにより、統合、構成、認定、準拠が事前に完
了しているコンポーネントを利用するメリットを享受することができます。HCIシステムを購入すれば、迅速
かつ簡単に導入できる、単一の最適化された ITソリューションを調達できます。HCIの「利用」型の導
入戦略は、「自前で構築」型の戦略を置き換える、シンプルで効果的なアプローチとして広く採用されて
います。 

 

仮想化は、サーバーからオペレーティング システムまで、デバイスやリソースの論理バージョンを作成するこ
とにより、物理システムを仮想環境に変換します。仮想化は、使用率と迅速な拡張性に関する問題の
解決を助けます。仮想化しない場合、従来型のサーバーの使用率は、通常、6%から 12%程度にとど
まります。 

従来型のハードウェアはサイズが固定されており、拡張して使用率を最大化することは難しくなっていま
す。仮想化することにより、組織は、より優れたパフォーマンスを発揮する高性能な機器を購入することが
可能になり、その機器の上にサイズを最適化した仮想化リソースを多数導入できます。オーバープロビ
ジョニング、自動ロード バランシング、クラスタリング、並列処理などのテクノロジーにより、リソースを最適
化し、アップタイムを向上させることができます。仮想化テクノロジーは、基盤となる物理ハードウェアの詳
細を非表示にするソフトウェアを使用してハードウェアをエミュレートします。複数のハードウェア コンポーネ
ントとそのハードウェアの機能は、低コストの汎用ハードウェアで効率的にエミュレートできます。 

サーバー仮想化は、実証済みの成熟したテクノロジーであり、すでにあらゆる規模のデータ センターで高
い割合で導入されています。ストレージの仮想化とネットワークの仮想化はともに現在広がりつつあるトレ
ンドです。ストレージ仮想化は、複数のストレージ デバイスの物理ストレージをグループ化してあたかも 1
つのストレージ デバイスであるかのように見えるようにします。ソフトウェアデファインド ストレージ（SDS）
にはストレージ仮想化が含まれ、ソフトウェアを使用してハードウェア デバイスのすべてのストレージ サービ
スを抽象化し、ストレージ リソースとインフラストラクチャを作成、導入、管理します。SDSを使用すると、
高価な専有ストレージ ソリューションを x86テクノロジーを使用するソフトウェアデファインド ストレージに
置き換えることができます。業界標準の x86テクノロジーを利用することにより、SDSはストレージ エリア 
ネットワーク（SAN）や専有ストレージの専門知識を不要にします。また、組織はストレージ フットプリン
トを削減し、ホスティングと冷却にかかるコストを削減することもできます。 

ソフトウェアデファインド ネットワーキング（SDN）は、ルーターおよびスイッチのデータ プレーンをコントロー
ル プレーンから分離するコンピューター ネットワーキング アーキテクチャです。コントロール プレーンは、ソフ
トウェアを使用してサーバーに実装され、ネットワーキング ハードウェアから分離されます。データ プレーン
は、ネットワーキング ハードウェアに実装されます。従来のネットワーキングでは、スイッチまたはルーターに
データパケットが到着すると、ファームウェアがそのパケットを転送する先をハードウェアに指示し、その転送
先にすべてのパケットを同じパスを介して送信します。すべてのパケットは同じ方法で処理されます。アプリ
ケーション固有の統合回路（ASICs）が搭載された高度なスマート スイッチでは、パケットはタイプごと
に認識され、それぞれ ASICのプログラミングに基づいて異なる方法で処理されます。ただし、これらのス
イッチは高価です。 

定義されたインフラ
ストラクチャ 
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SDNはネットワーキング制御をハードウェアのファームウェアから分離します。ネットワーク管理者は、個々
のスイッチの設定を変更することなく、ネットワーク トラフィックを一元的に構成できます。また、管理者は、
よりコントロールが利く形で、ネットワーク ルールを変更し、優先順位を設定し、パケットを選択的にブロッ
クできるようになります。SDNでは、基盤となるハードウェア レイヤーとして安価な汎用スイッチを使用して
いてもネットワーク トラフィックをより適切に制御できるようになります。また、より優れたセキュリティ オプショ
ンを提供します。 

ソフトウェアデファインド データ センター（SDDC）ソリューション 

サーバー、ストレージ、ネットワークの仮想化を組み合わせることにより、完全なソフトウェアデファインド イ
ンフラストラクチャが実現します。The Why, the What and the How of the Software-Defined Data 
Center（Osterman Research、2017年 5月）では、SDDCソリューションがもたらすビジネス上の
メリットとして次のような項目が挙げられています。 

• IT スタッフのスピードと生産性の向上 
ソフトウェアデファインドの性質上、適切なツールを使用した SDDCは、構成、再構成、セキュリ
ティの維持が容易であるため、変化に対して対応力が高い、高効率な IT運用を実現できます。
また、SDDCでは、サービスを頻繁にアップデートし、テスト環境を迅速に立ち上げ、終了させるこ
とができます。 

• セキュリティの向上 
SDDCのソフトウェアデファインドという性質により、ワークロードとそのデータの論理的かつ抽象化
された特性に基づく一貫したポリシーを適用できます。従来のデータ センターの運用では、さまざ
まなハードウェア デバイスに対してルールを配布する必要があり、また、ハードウェアは手動でアップ
デートしなければならず、必然的にハードウェアや構成に変更が生じます。SDDCでは、関連す
るポリシーは維持され、SDDCのワークロードの基盤となる物理環境の変更に合わせて自動的
に調整されます。 

• 信頼性の向上 
従来の IT運用では、一元化された管理コンソールを使用している場合でも、本質的にエラーが
発生しやすい状況になっています。SDDCの運用自動化機能により、反復作業の単調さとエ
ラーが低減されます。その結果、セキュリティが強化され、予期しないダウンタイムは最小限に抑え
られます。 

• ハードウェアの使用率の向上 
仮想化により、ハードウェアの利用率が上昇し、組織は資本的支出の効率を向上させることがで
きます。たとえば、複数のワークロードにソフトウェアデファインド コンピューティング、ストレージ、ネッ
トワーク リソースを共有させることができます。SDDCでは、特定のネットワーキング ハードウェアに
縛られることなく、汎用のハードウェアを使用してネットワーキング機能を統合できます。 

• 相互運用可能なクラウドを実現 
SDDCにより、組織は、特定のベンダーやテクノロジーに縛られることなくハイブリッド クラウドのメ
リットを実現できます。自動化、抽象化、可視化、制御を統合し、仮想化だけの場合よりも広
範囲にわたって整合性を実現することにより、ワークロードをパブリック クラウドまたはプライベート ク
ラウドに容易に配置できるようになります。 

 

クラウド コンピューティングを活用することによって前述のようなビジネス上の ITに関する課題に対するソ
リューションを提供することができることから、ITインフラストラクチャの主要な構成要素としてクラウド コン
ピューティングを利用する組織が増えています。  

米国国立標準技術研究所（NIST）は、クラウド コンピューティングの定義を公表しています。  

パブリック クラウドと
ハイブリッド クラウド
のトレンド 
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クラウド コンピューティングとは、構成可能なコンピューティング リソース（ネットワーク、サーバー、ストレー
ジ、アプリケーション、サービスなど）の共有プールに対してどこからでも簡単にオンデマンドでアクセスするこ
とを可能にするネットワーク アクセス モデルです。管理やサービス プロバイダーの介入は最小限で、迅速
にプロビジョニングし、リリースできます。このクラウド モデルは、5つの重要な特性、3つのサービス モデル、
4つの導入モデルで構成されています。5  

クラウド コンピューティングには、次の 5つの重要な特性があります。  

1. オンデマンド セルフサービス 

2. ブロード ネットワーク アクセス 

3. リソース プーリング 

4. 迅速な弾力性 

5. 正確なサービス 

パブリック クラウドは、クラウド プロバイダーがインターネットやその他のブロード ネットワーク チャネルを介し
て、コンピューティング リソースを公開することで形成されます。パブリック クラウドでは、通常、ユーザーは
すぐ簡単にセットアップを行うことができます。ユーザーは、ハードウェアそのものに対してではなく、使用して
いるリソースに対する料金を支払います。一部のプロバイダーでは、サブスクリプション料金も請求していま
す。リソースの追加が必要となった場合、クラウドからリソースが瞬時に提供されます。ハードウェアやソフト
ウェアを追加でインストールする必要はありません。パブリック クラウドを使用している組織にとっての懸念
事項と障壁の 1つは、データ セキュリティとガバナンスです。 

プライベート クラウドのコンピューティング インフラストラクチャは、組織が専用で所有しており、パブリック ク
ラウドと類似した機能を持っているものの完全に組織内部のインフラストラクチャです。そのため、組織の
ルールおよびコンプライアンス要件に基づいて、より安全である、とされることがあります。仮想化は多くのク
ラウドのようなリソース割り当て機能を提供します。クラウド管理ツールを追加してプライベート クラウドを
構築することができます。 

ほぼすべての調査の結果が示しているとおり、組織はパブリック クラウドとプライベート クラウドの両方でさ
まざまなクラウド プラットフォームを使用したいと考えています。これがマルチクラウド戦略を複雑にする要
因になっています。デル・テクノロジーズの Products and Operations担当 Vice Chairmanである
Jeff Clarkeは次のように言っています。「クラウドはゴールではありません。運用モデルです。」6 

 

すべての IT部門は、アプリケーション ポートフォリオを管理する必要があります。このポートフォリオは通
常、既存のアプリケーションと新しいアプリケーションの 2つのカテゴリーに分けられます。既存のアプリケー
ションについては、お客様はコスト管理に苦労しながら、信頼性の高い、安全な環境を維持することで、
既存のポートフォリオをその理論上の寿命が尽きるまで運用し続けます。また、既存のアプリケーションの
価値を向上させ、拡張するために、新しい機能や特長を追加する方法についても検討しています。同
時に、競合他社から自社のビジネスを差別化することにフォーカスした、新しいクラウド組み込みアプリ
ケーションを重要視しています。  

 
5 https://csrc.nist.gov/publications/detail/sp/800-145/final 

6 https://www.livemint.com/technology/tech-news/why-michael-dell-is-betting-big-on-multi-cloud-
strategy-1556592666769.html  

レガシーからモダン 
アプリケーションとマ
ルチクラウドへのトレ
ンド 

https://csrc.nist.gov/publications/detail/sp/800-145/final
https://www.livemint.com/technology/tech-news/why-michael-dell-is-betting-big-on-multi-cloud-strategy-1556592666769.html
https://www.livemint.com/technology/tech-news/why-michael-dell-is-betting-big-on-multi-cloud-strategy-1556592666769.html
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この二重のポートフォリオに取り組むにあたり、図 28 に示すとおり、レガシー アプリケーションをサポートす
る方法としてさまざまな選択肢があります。アプリケーションには変更を加えずにそのままにして、環境をよ
り仮想化、拡張するという選択もできます。また、アプリケーションをクラウドに移動し、プラットフォームを変
えて、コストや労力を最小限に抑えるという選択肢もあります。クラウド用にアプリケーションのリファクタリン
グや再構築を行う、クラウドでまったく新しいアプリケーションをビルドする、あるいは一揃いの SaaSアプリ
ケーションに置き換えることもできます。ビジネスにおける優先事項に基づき、各選択肢について意思決
定が行われ、それによってクラウドの導入とその戦略が決定されます。  

 

図 28： 各ワークロードのニーズに合わせたクラウド戦略 

このようにアプリケーション ランドスケープがますます多様化するにつれて多くの組織で ITの複雑性が大幅に
増大しています。その主な要因は、全体の 93%を超える組織がワークロードを 2つ以上のクラウドにまた
がって導入していることです 7。このマルチクラウド アプローチは、異種の管理ツールと運用ツールを使用する
ことによって生じる複数の運用サイロ、そしてますます複雑化するアプリケーションやインフラストラクチャのライ
フサイクル管理により、一段と複雑さを増し、最終的には一貫性のない サービス レベル アグリーメント
（SLA）を提供することにつながっています。この複雑性を解決することは ITの最大の課題の 1つです。 

お客様のワークロードのニーズは変化しています。パブリック クラウドに拡張したい場合もあれば、オンプレ
ミスで処理したい場合もあります。ほぼすべての調査の結果が示しているとおり、組織はパブリック クラウド
とプライベート クラウドの両方でさまざまなクラウド プラットフォームを使用したいと考えています。ESGが
CIOを対象に調査を実施した結果、回答者の 91%が、自社のクラウド戦略にはオンプレミスのデータ 
センターが含まれており、そこでは、あるワークロードについて、パブリック クラウドだけの場合と比較して 2
倍から 4倍の節約を実現している、と回答しています。  

クラウドについて将来の状況にも対応できる意思決定を行い、ハイブリッド クラウド戦略を通じて柔軟性
を確保したい、というお客様の要望があります。しかし、実際にこれを効率的に実現するためには、複雑
なマルチクラウドをシンプルにする必要があります。お客様は、オンプレミスおよびオフプレミスにまたがる拡
張という最大の課題を解決するため、ハイブリッド クラウド戦略を重視しており、83%のお客様が、データ
センターからクラウドまでのインフラストラクチャの整合性が重要と考えている、と回答しています 8。 
  

 
7 IDCホワイトペーパー（Cisco提供）：Adopting Multicloud — A Fact-Based Blueprint for Reducing 
Enterprise Business Risks, June 2018. 

8 VMware Cloud市場調査（2018年 1月） 
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付録 C：VMware ソフトウェアデファインド データ センター（SDDC） 
 

VMwareは、ソフトウェアデファインド データ センターをサポートする仮想化製品および管理製品を提
供、融合し、お客様に統合ソリューションをお届けするリーダー企業です。 

 

VMwareのモダン データ センターについてのビジョンは、ソフトウェアデファインド インフラストラクチャという
基盤から始まり、標準化されたアーキテクチャによってお客様が実現する価値に基づいています。管理、
モニタリング、運用が容易な、完全に統合されたハードウェアとソフトウェアのスタックです。VMwareの
SDDCに対するアプローチは、あらゆるアプリケーションをサポートし、柔軟な制御を実現する統合型プ
ラットフォームを提供します。VMwareの SDDC向けのアーキテクチャを利用することにより、企業は、プ
ライベート クラウドとハイブリッド クラウドを実行し、独自の機能を活用して高い効率性、俊敏性、セキュ
リティにつながる重要な成果を上げることができます。 

完全に仮想化されたデータ センターは、ポリシーベースのインテリジェントなデータ センター管理ソフトウェ
アによって自動化、管理され、ガバナンスと運用が大幅にシンプルになります。統合管理プラットフォーム
により、物理的な場所、異機種混在インフラストラクチャ、ハイブリッド クラウドをまたいですべてのアプリ
ケーションを一元的にモニタリングおよび管理することができます。ワークロードは、物理環境、仮想環境、
クラウド環境で導入および管理することができ、一元化された管理エクスペリエンスが提供されます。これ
まで実現不可能だったレベルの俊敏性、弾力性、対応性のある ITが実現します。 

VMware SDDCは VMwareが提供する適切に確立された製品に基づいています。vSphere、
vSAN、NSXは、SDDCにコンピューティング、ストレージ、ネットワーキングの仮想化を提供し、
vRealize Suiteは、追加の管理、セルフサービス、自動化、インテリジェントな運用と財務面の透明性
を提供します。これにより、従来型のアプリケーションとクラウドネイティブ アプリケーションの両方のワーク
ロードをホストする堅固な基盤を構築します。 

 

図 29： VMwareのソフトウェアデファインド データ センター アーキテクチャ 

はじめに 

VMware SDDCの
ビジョン 
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IT サービス提供のオートメーション 

従来型のハードウェア データ センター アーキテクチャを運用している組織は、新しいアプリケーションを市
場に出すために、手動プロセス、スクリプト作成、複雑なチーム間のコミュニケーションに依存することを余
儀なくされています。これらの組織は、ネットワークのプロビジョニングと手動プロセスによる構成のエラーに
対するトラブルシューティングという課題に多くの時間とコストをかけています。SDDCに変換することによ
り、ソフトウェアで ITプロセスを自動化、管理することができます。完全に自動化された環境のもとでは、
本番環境に対応したインフラストラクチャとアプリケーション コンポーネントをプロビジョニングするためにかけ
る時間を、従来の数日間あるいは数週間というレベルから、わずか数分にまで劇的に削減することができ
ます。 

VMware SDDC クラウド管理プラットフォームの一部である VMware vRealize Automation
（vRA）は、従来型のデータ センター アーキテクチャで見られる課題を包括的かつ拡張性の高い自動
化機能によって解決し、セルフサービスのクラウド エクスペリエンスを提供します。既存のプロセスに統合で
きる機能により、SDDCプラットフォームの投資収益率（ROI）は最大化され、IT環境の中の孤島に
なるようなことは決してありません。  

サービス アーキテクトは、便利なビジュアル インターフェイスを使用して、1つまたは複数の VMテンプレー
ト、論理ネットワーク、ロード バランサー、セキュリティ ポリシー、ソフトウェア コンポーネント、スクリプトにまた
がるサービス ブループリントを設計できます。このアプローチを使用することにより、包括的な IaaS とアプリ
ケーション サービスをモデル化し、そしてそれを図 30 の例に示すように、カスタマイズ可能なセルフサービス 
カタログを介してエンドユーザーに公開することができます。これらの標準化されたサービス（アプリケーション 
コンポーネントのスケールアウト、変更要請、プロビジョニング解除）のプロビジョニングとライフサイクル管理
は完全に自動化され、ITサービスをより迅速に提供することができるようになり、エラーが発生しやすい運
用はなくなます。その結果、運用コストは下がり、エンドユーザー エクスペリエンスは向上します。  

 

図 30： vRealize Automationで構成されたセルフサービス カタログのサンプル 
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組み込み型のオーケストレーションと、豊富な選択肢の中から選べる事前定義済みプラグインを使用す
ることにより、自動化されたワークフローを作成して、バックアップ、構成管理、CMDB、サービス デスク シ
ステム、その他の ITSM ツールを含む外部環境とプラットフォームを統合することができます。オーケスト
レーター ワークフローを活用することで、セルフサービス カタログで anything-as-a-service（XaaS）を
定義して公開することができます。これらのサービスはすべてWebベースのポータルを介してエンドユー
ザーが使用できます。また、開発者も APIまたは CLIを通じて使用できます。  

vRealize Automationポリシーはプラットフォームを介して提供される ITサービスのガバナンスを提供し
ます。サービス カタログをカスタマイズし、適切なユーザーおよびグループにのみサービスが公開されるように
することができます。予約ポリシーを使用することにより、インフラストラクチャ リソースの割り当てに優先順
位を付け、クォータを超えないようにし、定義した閾値に近づくと管理者にアラート出すことができます。リ
クエスト承認のポリシーを複数のレベルで定義し、ビジネス（コスト）および技術（構成）の両方の観
点からリクエストの承認を行うことができます。これにより、自動化されたセルフサービスの利用によって起
きる恐れがある VMの無計画な拡大を防ぐことができます。 

vRealize Automationが提供するオーケストレーション機能は、ワークロードと外部環境との統合に重
点を置いており、エンドユーザーがサービスとして大規模に使用できる機能になっているということは注目に
値します。 

セキュリティ 

従来からセキュリティはクラウド運用モデルを採用している組織にとって最大の懸念事項の 1つです。
VMware SDDCは、セキュリティに対して総合的なアプローチを提供します。これは、境界セキュリティに
依存している場合が多い従来型のデータ センター アーキテクチャが提供する一般的な機能を超えるも
のです。多様な従来型インフラストラクチャ環境で一貫性のある運用とコンプライアンスを維持することは
困難です。NSX と組み合わせて使用される vRealize Automationは、アプリケーションのネットワーク
接続、セキュリティ、パフォーマンス、可用性を自動化します。 

NSXが提供するネットワーク仮想化は、ネットワーク オーバーレイ テクノロジーによって基盤となる物理イ
ンフラストラクチャからワークロードを分離し、ネットワークのインテリジェンスをハードウェアからソフトウェアに
移します。NSXの重要なイノベーションは、スイッチング、ルーティング、ファイアウォールなどのネットワーク
機能およびセキュリティ機能を、ハイパーバイザーのカーネル レベル モジュール内ですべてのホストに分散
して提供できるということです。 

このアプローチによってもたらされる大きなメリットの 1つは、強化された分散型セキュリティ モデルです。この
モデルでは、仮想化対応のハイレベルのセキュリティ コンストラクトを使ってセキュリティ ポリシーをワークロー
ドのより近くに適用し、セキュリティ ポリシーがワークロードと一緒に移動します。NSXは、環境のセグメント
化を支援し、セキュリティを強化しながら、攻撃を受ける可能性がある面を狭め、リスクを低減します。 

NSXマイクロセグメンテーション は、データ センターのリスクのレベルを下げ、セキュリティ態勢を強化す
るための特別なセキュリティ機能です。これは、分散型のステートフルなファイアウォールで実現され、ハイ
パーバイザーのカーネル レベルで実装され、環境内のすべてのホストに分散されます。セキュリティ ポリ
シーは、基盤となる物理ネットワーク トポロジーからは独立し、vNICレベルで、ワークロード単位の粒度
で適用されます。VM名、セキュリティ タグ、OS タイプ、Active Directoryグループなどの一致条件に基
づいてワークロードを動的に識別するため、Security Group と呼ばれるグループ化コンストラクトを活用
することができます。特に便利なのは、ワークロードをホスト間で動かしたときに、セキュリティ ポリシーが自
動でワークロードと一緒に移動することです。IT管理者は、ファイアウォールのルール、侵入検出の統合、
アプリケーション階層ごとのエージェントレスのアンチウイルス スキャンを含む NSXセキュリティ ポリシーを規
定する vRealize Automationアプリケーション ブループリントを定義し、アプリケーションのセキュリティと
各階層のセキュリティを確保することができます。アプリケーション レベルまたはアプリケーション階層間に
ネットワーク セキュリティを導入し、ファイアウォールのルールを仮想マシンに可能な限り近い位置に配置す
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ることにより、従来のハードウェアベースのインフラストラクチャではコストがかかりすぎ、また、実装が難し
かった真の包括的な防御ソリューションを実現できます。  

vRealize Automationは、仮想化されたアプリケーションを使用して、ロックステップでネットワークおよび
セキュリティ サービスをプロビジョニング、アップデート、削除します。ネットワーク サービスおよびセキュリティ 
サービスは、アプリケーションの自動デリバリーの一環として接続、セキュリティ、パフォーマンスの要件に合
わせて導入されます。 

NSX-Tは、クラウド ネイティブ アプリケーションへのマイクロセグメンテーションを含む高度なセキュリティ機能
を提供します。これにより、Kubernetesクラスターに対し、マイクロセグメンテーション、ロード バランシング、
イングレス コントロール、セキュリティ ポリシーなどの高度なコンテナー ネットワーキング機能とセキュリティ機
能を提供します。また、NSXは、Kubernetesでのポッドレベルのネットワーキングに必要な、レイヤー2か
らレイヤー7の包括的なネットワーキング サービスを提供します。マイクロセグメンテーションとオンデマンドの
ネットワーク仮想化を使用してコンテナーとポッドのネットワークを迅速に導入することができます。 

VMware SDDCのセキュリティは、当然、NSXやマイクロセグメンテーションに限定されません。暗号化
は許可されていない相手にデータが渡っても中身を読み取られないようにすることで情報の機密性を守
る技術です。VMware SDDCでは、データ ストア上のデータをネイティブ vSAN暗号化を使用して暗
号化することができます。また、個々の仮想マシンは、vSphere暗号化を使用して、移動中の仮想マシ
ンは、vMotion暗号化を使用して、それぞれ暗号化することができます。こうした暗号化に加えて、アプリ
ケーションの要件に応じて暗号化レベルを高く構成することもできます。 

vSAN暗号化は単一の設定で vSANデータストア全体が暗号化されるため、静止データを暗号化する
には最もシンプルかつ柔軟に利用できる方法です。この暗号化はデータストアを使用するすべての VMを
対象に、クラスター全体に適用されます。通常、暗号化されたデータに対しては、重複排除や圧縮などの
空き容量削減技法を使用することで得られるメリットはありません。一方、vSANを使用すると、暗号化
は重複排除と圧縮の後に実行されるため、これらのスペース削減の手法を最大限に活用できます。 

VMware AppDefenseは、VMware SDDCで実行されているアプリケーションを保護するデータ セン
ターのエンドポイント セキュリティ製品です。脅威を追跡する既存のエンドポイント セキュリティ ソリューショ
ンとは異なり、AppDefenseは、アプリケーションの状態を意図した状態と対照してモニタリングすることに
重点を置き、アプリケーションがその意図した状態から逸脱すると自動的に応答し、脅威として通知しま
す。脅威が検出されると、AppDefenseは vSphere と VMware NSXを起動し、手動での介入を必
要とせずに脅威への適切な対応をオーケストレーションすることができます。 

ハイブリッド クラウド対応 

VMware SDDCは、VMwareまたは VMware認定パートナーが運用するセキュアなサービスとしての
インフラストラクチャ（IaaS）を使用して、オンプレミスまたはオフサイトのプライベート クラウドとして導入
することができます。 

お客様はプライベート クラウドを VMware Cloud™ on AWSに統合することにより、真のハイブリッド ク
ラウドを構築できます。Hybrid Linked Modeにより、VMware Cloud on AWS vCenter Server イン
スタンスをオンプレミスの VMware vCenter® シングル サインオン ドメインにリンクすることができます。リン
クすると両方の vCenterのインベントリを単一の vSphere Client インターフェイスから表示、管理できる
ようになり、両 vCenter間でワークロードを簡単に移動させることができます。 
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複数のパブリック クラウド プロバイダーを、エンドポイントとして vRealize Automationに接続できます。
この例では、同じセルフサービス ポータルを使用することにより、自動化されたサービスのプロビジョニングと
基本的なライフサイクル管理の運用を、広く使われているパブリック クラウド IaaSサービスに拡張できま
す。このとき、プライベート クラウドと同じガバナンス原則を維持できます。これにより、透明性が高まり、内
部統制が強化され、「シャドーIT」は取り除かれます。組織の IT部門は、社内のお客様にサービス ブ
ローカーとしてマルチクラウド エクスペリエンスを提供することができます。同じセルフサービス ポータルに統
合された VMware vRealize Business for Cloud コンポーネントを使用して、部門別のコストの内訳
を提供するなど、コストの透明性を高めることができます。 

また、オプションとして VMware HCX® コンポーネントを含めることにより、エンタープライズ サイトと
VMware Cloud on AWSの間でワークロードを移動させることができます。このコンポーネントにより、安
全なライブ マイグレーションによってサイト間で大規模にアプリケーションを移動させることが可能になり、お
客様はアプリケーションとデータ センターをより迅速かつ安全に変革することができます。 

VMware HCXの詳細については、製品Webサイトを参照してください。  

  

https://cloud.vmware.com/vmware-hcx
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付録 D：VMware Cloud Foundation 
 

VMware Cloud Foundationは、統合ソフトウェア スタックであり、コンピューティング仮想化
（VMware vSphere）、ストレージ仮想化（VMware vSAN）、ネットワーク仮想化（VMware 
NSX）、クラウド管理と運用（VMware vRealize Suite）、Kubernetesベースのコンテナー サービ
ス（VMware Tanzu）を単一のプラットフォームに統合しています。プライベート クラウドとしてオンプレミ
スに導入する、またはパブリック クラウドでサービスとして実行することができます。VMware Cloud 
Foundationは、従来型のアプリケーションおよび次世代のコンテナー型アプリケーションを実行するため
の共通のプラットフォームとして使用できます。データ センター内部の旧来の管理面でのサイロ化を解消
する助けとなり、コンピューティング、ストレージ、ネットワーク プロビジョニング、クラウド管理を統合してアプ
リケーションの導入に対するエンドツーエンドのサポートを容易にします。  

 

図 31： VMware Cloud Foundationのソフトウェア スタック 

VMware Cloud Foundationは統合ソフトウェア プラットフォームです。その SDDC Manager コンポー
ネントは、標準化されたハイパーコンバージド アーキテクチャに基づいて完全なソフトウェアデファインド 
データ センターのライフサイクル管理を自動化します。広範なサポート対象ハードウェアにオンプレミスで導
入することもパブリック クラウドでサービスとして利用することも可能です。統合されたクラウド管理機能を
使用することにより、最終的にプライベート環境とパブリック環境にまたがるハイブリッド クラウド プラット
フォームを実現できます。このプラットフォームは、よく知られている vSphere ツールとプロセスに基づく一貫
した運用モデルを提供し、アプリケーションの書き換えという複雑な作業を必要とせずにアプリケーションを
どこでも自由に実行できるようにします。 

 

• 統合スタック：VMwareのソフトウェアデファインド スタック全体を統合する独自のソリューション
です。相互運用性を保証しており、組織を複雑な相互運用性マトリックスから解放します。 

• VMwareテクノロジーに基づくエンタープライズ クラスのサービス：vSphere、vSAN、NSX、
vRealize Suiteにより、エンタープライズ クラスのクラウド インフラストラクチャ サービスを提供しま
す。従来型アプリケーションとコンテナー型アプリケーションに両方に対応しています。 

はじめに 

主な特長と機能 
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• 組み込み型 の独自のセキュリティ：ネットワーク レベルのマイクロセグメンテーション、分散型ファ
イアウォールと仮想プライベート ネットワーク（VPN）、VMのコンピューティング レベルの暗号
化、ハイパーバイザーと vMotion、静止データとクラスターのストレージ レベルの暗号化を提供し
ます。 

• 自己駆動運用：稼働状態、パフォーマンス、容量、構成について自己駆動型の管理が可能に
なり、環境を効率的に拡張、管理することができます。  

• セルフサービスの自動化：コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、セキュリティのリソースをポ
リシーを通じて統合するブループリント（テンプレート）を介して、IaaSおよびアプリケーション 
サービスの提供を自動化します。 

• 標準化されたアーキテクチャ：SDDC用の VMware Validated Designsに基づいたハイパー
コンバージド アーキテクチャを自動的に導入し、構成ミスのリスクを排除しながら、迅速かつ繰り
返し可能な導入を実現します。 

• ストレージの弾力性と高いパフォーマンス：ハイパーコンバージド アーキテクチャならびに重複排
除、圧縮、消失訂正符号などのオールフラッシュ パフォーマンスとエンタープライズ クラスのストレー
ジ サービスを実装します。 

• 自動化されたライフサイクル管理：導入からクラウド環境の構成、インフラストラクチャ クラスター
（ワークロード ドメイン）のオンデマンドでのプロビジョニング、完全なソフトウェア スタックのパッチ
適用とアップグレードまで、Day 0から Day 2の運用を自動化する独自のライフサイクル管理
サービスが含まれています。 

• 自動化された導入：管理クラスターの作成、ストレージの構成、プラットフォーム コンポーネントと
管理 VMの導入、標準アーキテクチャ設計を使用したプロビジョニングなど、ソフトウェア プラット
フォーム全体の立ち上げプロセスを自動化します。  

• ワークロード ドメインとクラスターのプロビジョニング：分離されたインフラストラクチャ クラスター
を個別のワークロードにオンデマンドでプロビジョニングできます。  

• シンプルなパッチ適用とアップグレード：ソフトウェア プラットフォーム（VMware vCenter 
Server®を含む）のパッチ適用とアップグレードを簡単に実行できます。クラウド管理者はアップ
デートのタイミングと範囲を柔軟に選択できます。 

• ハイブリッド クラウドへのシンプルな道筋：ハイブリッド クラウドを活用する方法を劇的にシンプ
ルにします。プライベート クラウドとパブリック クラウドに共通のプラットフォームを提供し、VMware 
HCXを活用することにより、一貫した運用エクスペリエンスを実現し、アプリケーションを再構築す
ることなく、ワークロードをクラウド間で大規模に迅速かつ簡単に移動させることを可能にします。 

• Tanzu Runtime Services と Hybrid Infrastructure Services：開発者の生産性を高
めるため、クラウド インフラストラクチャとコンテナーのエコシステムの基盤を提供します。 

 

SDDC Managerは、SDDCスタック全体の構成、プロビジョニング、ライフサイクル管理を自動化しま
す。これにより、管理者は容易に SDDCを構築、管理することができます。また、vRealize Suite コン
ポーネントの導入と構成を自動化します。SDDC Managerは、高度な管理タスクやサード パーティー
製ソフトウェア ツールとの統合を実行するために引き続き利用可能な vCenter Serverや vRealize 
Operationsなどのよく知られている VMware管理ツールを補完します。 

SDDC Manager 
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図 32： SDDC Managerのメイン ダッシュボード 

VMware Cloud Foundationの自動導入は Cloud Builderの支援を受けて実行されます。Cloud 
Builderは、SDDCプラットフォームの初期導入と構成のオーケストレーションを管理し、VMware 
Validated Designsに概要が記載されているアーキテクチャのベスト プラクティスに準拠するようにしま
す。Cloud Builderは VMware SDDC コンポーネントを使用して管理ドメインを作成します。Cloud 
Builderは、VxRail と統合するために独自の方法で設計されています。VxRailアーキテクチャと VxRail 
Managerに対応しています。VxRailプロファイルを有効にして導入している場合、Cloud Builderは
SDDC Manager、NSXなどの VxRail Managerによってまだ導入されていない追加のプラットフォーム 
コンポーネントだけを導入します。 

 

VMware Cloud Foundationでは、1つの Cloud Foundation環境で、初期の 4個または 8個の
ノードから最大で数千サーバーまで、サーバー1台ずつという小さい単位で段階的にスケールアップできま
す。物理コンピューティング、ストレージ、ネットワーク インフラストラクチャは、SDDC Managerを使用し
て 1つのシステムとして管理される単一の共有仮想リソース プールの一部となり、個別の物理サーバー
やラックの物理的な制約は取り除かれます。お客様はこの共有プールからワークロード ドメインと呼ばれる
個別の容量プールを切り出すことができます。各プールには個別の CPU、メモリーおよびストレージ要件
があり、さまざまなワークロードをサポートします。  

ワークロード ドメインは、パフォーマンス、可用性、セキュリティ パラメーターを定義するための、ポリシーに
基づくアプローチです。SDDC Managerは、ワークロード ドメインの仕様を基盤となるリソース プールに
変換するために、導入ワークフローを自動的に実装します。SDDC Managerは、タスクとワークフローを
自動化することにより、VMware Cloud Foundationの論理リソースと物理リソースの両方のプロビジョ
ニング、モニタリング、継続的な管理をシンプルにします。 

 

VMware Validated Designsに記載されている追加のガイダンスを活用することにより、お客様は複数
のアベイラビリティー ゾーンのトポロジーに VMware Cloud Foundation環境を導入し、さまざまなマル
チサイトのストレッチ クラスターのユース ケースをサポートできます。 

 

ワークロード ドメイ
ンを使用したシンプ
ルなリソース管理 

複数のインスタンス
と可用性ゾーンのサ
ポート 
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図 33： VMware Cloud Foundationのストレッチ クラスターのサポート 

VMware Cloud Foundation 3.9以降のバージョンでは、マルチインスタンスの管理がサポートされてお
り、フェデレーションを介して複数の VCF インスタンスを接続し、集約された可視性と容易な管理を実現
します。図 34は、単一サイトのアーキテクチャ、ストレッチ アーキテクチャ、マルチインスタンス アーキテク
チャを示しています。 

 

図 34： VMware Cloud Foundationがサポートするさまざまなアーキテクチャ 
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VMware Cloud Foundationはハイブリッド クラウドを活用するための方法を劇的にシンプルにします。
プライベート クラウドとパブリック クラウドに共通のプラットフォームを提供し、VMware HCXを活用するこ
とにより、一貫した運用エクスペリエンスを実現し、アプリケーションを再構築することなく、ワークロードをク
ラウド間で大規模に迅速かつ簡単に移動させることを可能にします。 

VMware Cloud on AWSは、広範な AWSサービスへのアクセスを提供し、vSphereベースのクラウド
環境でアプリケーションを実行するためのオンデマンド サービスです。VMware Cloud Foundationを活
用したこのサービスは、vSphere、vSAN、NSXを VMware vCenter管理と統合し、専用の弾力性の
あるベアメタルの AWS インフラストラクチャ上で実行できるように最適化されています。このサービスを利
用することにより、使い慣れた VMwareツールでクラウドベースのリソースを管理できます。オンプレミスの
インフラストラクチャと AWS クラウドにまたがるワークロードの移植性が提供されます。図 35は、互換性
があり、分散されたオンプレミスおよびオフプレミスのデータ センターをつなぐ、真のハイブリッド クラウド環境
の構造を示しています。 

 

図 35： VMware Cloud on AWSを使用したハイブリッド クラウドの構造 

 

  

真のハイブリッド ク
ラウド エクスペリエン
スを実現するための
パブリック クラウドへ
の拡張 
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付録 E：VMware SDDCの共通コンポーネントの詳細 
 

VMware vSphereソフトウェア スイートは、業界をリードする仮想化プラットフォームを提供し、高可用
性の、レジリエントで効率的なオンデマンド インフラストラクチャ内でアプリケーションの仮想化を実現しま
す。ESXi と vCenterは、vSphereソフトウェア スイートのコンポーネントです。ESXiは物理サーバー 
ノードに直接導入されているハイパーバイザーで、複数の仮想マシン（VM）に分割できます。VMware 
vCenter Serverは、ESXiホストと仮想マシンを管理するために使用する一元化された管理アプリケー
ションです。 

vCenter Serverは、VMware環境を管理するための一元化されたコンソールです。これは、サーバーの
仮想化と vSANの両方の主要な管理ポイントです。vCenter Serverは、VMware vSphere® 
vMotion®、VMware vSphere® Distributed Resource Scheduler™（DRS）、VMware 
vSphere® High Availability（HA）などの高度な機能を実現するテクノロジーです。vCenterはデー
タ センター、クラスター、ホストの論理階層をサポートします。これにより、リソースをユース ケース別やビジ
ネスのライン別に分け、必要に応じてダイナミックに移動させることが可能になります。これはすべて 1つの
インターフェイスから行われます。 

VMware ESXiは、VMを導入してサービスを提供するエンタープライズ クラスのハイパーバイザーです。
図 36 は、ESXiの基本的なアーキテクチャを示しています。  

 

図 36： vSphere ESXiのアーキテクチャ 

ESXiは、1つの物理サーバーを、同じ物理サーバー上で並行して実行できる複数の安全でポータブル
な VMに分割します。各 VMは、プロセッサー、メモリー、ネットワーキング、ストレージおよび BIOSが搭
載された完全なシステムです。ゲスト オペレーティング システムとソフトウェア アプリケーションは、変更なし
で VMに導入、実行できます。  

VMware vSphere 
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ハイパーバイザーは、VMの動作をサポートするため、必要に応じてダイナミックに物理ハードウェア リソー
スを VMに提供します。ハイパーバイザーは、VMが基盤となる物理ハードウェアからある程度独立して
動作できるようにします。たとえば、VMを 1つの物理ホストから別の物理ホストに移動させることができま
す。また、VMの機能に影響を与えることなく、VMの仮想ディスクをあるタイプのストレージから別のタイプ
のストレージに移動させることもできます。  

ESXiも各 VMを分離します。ホスト上のゲスト オペレーティングシステムに障害が発生した場合でも、
同じ物理ホスト上の他の VMは影響を受けず、実行を継続します。VMは CPUへのアクセスを共有
し、ハイパーバイザーは CPUのスケジュール設定を行います。さらに、ESXiは VMに対して使用可能な
メモリーの領域を割り当て、物理ホストに関連付けられている物理ネットワーク カードとディスク コントロー
ラーへの共有アクセスを提供します。複数の VMが同じ物理コンピューター上で異なるオペレーティング 
システムとアプリケーションを実行できます。 

 

vSANは vSphereの VM向けに基礎から構築された VMwareのソフトウェアデファインド ストレージ ソ
リューションです。vSphere クラスターでローカルに接続されたディスクを抽象化し、集約して、vCenter と
vSphere Web Clientからプロビジョニング、管理できるストレージ ソリューションを作成します。vSAN
は、vMotion、HA、DRSなどの機能を含む VMwareスタック全体と統合されています。VMストレージ
のプロビジョニングと SLAの日常的な管理は、すべて VMレベルのポリシーを使用して制御できます。こ
れらのポリシーはオンザフライで設定、変更できます。vSANは、エンタープライズ クラスの機能、スケー
ル、パフォーマンスを提供する、VMの理想的なストレージ プラットフォームです。 

次の図は、各ノードが共有ストレージ vSANデータ ストアにストレージ容量を提供しているハイブリッド構
成の例を示しています。SSD ドライブは容量に合わせてパフォーマンスとハードディスクドライブ（HDD）
を最適化するためのキャッシングを提供します。オールフラッシュ構成（図示されていません）はキャッシュ
階層と容量階層の両方でフラッシュ SSDを使用します。 

VMware vSAN  
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図 37： vSANデータ ストア 

NSXネットワーク仮想化は、ネットワーク インフラストラクチャに VMの運用モデルを提供します。NSXの
ソフトウェアデファインド ネットワーキングによって、データ センター インフラストラクチャ全体に強化されたセ
キュリティが導入されます。NSXにより、スイッチング、ルーティング、ファイアウォールなどのネットワーク機能
がハイパーバイザーに埋め込まれ、環境内で分散されます。これにより、次の図 38 に示すように、仮想
ネットワークと仮想サービスのプラットフォームとして機能する「ネットワーク ハイパーバイザー」を効率的に
作成できます。 

VMware NSX 
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図 38： NSX ソフトウェアデファインド ネットワーキング 

NSX仮想ネットワークは、自動化されたポリシーベースのプロビジョニングとマルチテナント分離を活用し、
複雑な複数階層のネットワーク トポロジーであっても、ネットワーク管理をシンプルにします。NSXは、
ネットワーク モデル全体をソフトウェアで再現します。これにより、任意のネットワーク トポロジーを数秒で
作成、プロビジョニングすることできます。ユーザーは、NSXを介して提供されるサービスの組み合わせを
活用することでさまざまな要件を持つ複数の仮想ネットワークを作成できるため、より機敏で安全な環境
を構築できます。 

VMwareでは、NSX-V と NSX-Tの 2種類の NSXを提供しています。NSX-Vは、VMware 
vSphereエコシステムに関連付けられているバージョンであり、vCenterに依存しており、VMwareが提
供した初めての SDN製品です。一方、NSX-Tは、VMwareの次世代のソフトウェアデファインド ネット
ワーク ソリューションであり、vSphereおよび vCenterに依存しません。また、クラウドネイティブのアプリ
ケーション、ベア メタル ワークロード、複数のハイパーバイザー、パブリック クラウド、マルチクラウド環境をサ
ポートします。NSX-Vおよび NSX-Tは、ネットワーキング サービスの完全なセット（スイッチング、ルー
ティング、ファイアウォール、QoSなど）を物理ネットワークと仮想ネットワークの間で抽象化されたネット
ワーク仮想化レイヤーで再現します。 

VMware Cloud Foundation on VxRail と関連する NSXアーキテクチャの詳細については、
『VMware Cloud Foundation on VxRail Architecture Guide』を参照してください。 

 

ほとんどのソフトウェアデファインド データ センターはハイブリッドであり、ワークロードは従来のアプリケーショ
ン アーキテクチャと最新のアプリケーション アーキテクチャが混在しています。これらのデータ センターは、物
理環境と仮想環境が混在して仮想化が進む環境でプロビジョニングされており、プライベート クラウドでオ
ンプレミス管理、パブリック クラウドでオフプレミス管理されています。クラウド管理プラットフォームの概念
は、この管理要件の複雑な組み合わせに対応するためのアプローチとして進化してきました。VMware
の vRealize クラウド管理プラットフォームは、ハイブリッド IT環境で提供されるサービスのライフサイクル
全体を効率的に管理するための管理機能を提供します。   

vRealize Suite と
vRealize Network 
Insight 
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VMwareの vRealize クラウド管理プラットフォームには次のものが含まれます。 

• vRealize Automationは、コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、セキュリティのリソースを
ポリシーを通じて統合するブループリント（テンプレート）を介して、IaaSやアプリケーション サービ
スの提供を自動化します。 

• vRealize Business for Cloudは、仮想化インフラストラクチャおよびクラウド サービスのコスト
管理、使用率の測定、サービス価格の決定を自動化します。 

• vRealize Operationsは、稼働状況、パフォーマンス、容量、構成のインテリジェントな管理を
可能にします。vRealize Operationsは、パフォーマンスと稼働状況のモニタリング、キャパシティ 
プランニングに加え、カスタム ダッシュボード、容量モデリング、カスタマイズされたアラート機能を提
供します。これらの機能が提供する情報により、管理者はコンプライアンスを維持し、発生する問
題を効率的に検出、解決できます。  

• vRealize Log Insightは、リアルタイムのログ管理とログ分析を提供します。vRealize Log 
Insightを使用することにより、管理者は物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャをモニ
タリングし、障害やパフォーマンスの問題を回避することができます。また、検索とフィルタ機能を使
用して、ログの集約と分析を一元化できます。これにより、1か所からすべてのワークロードをモニタ
リングすることができます。   

• vRealize Suite Lifecycle Managerは、vRealize製品の導入、構成、アップグレード、パッ
チ適用、ドリフト修復、稼働状況およびコンテンツの管理を自動化します。 

• vRealize Network Insightは、ソフトウェアデファインド ネットワーキングとセキュリティのインテリ
ジェントな運用を提供します。マイクロセグメンテーションの設計と導入を迅速化し、仮想ネット
ワークおよび物理ネットワーク全体で可視性を高め、VMware NSXの導入を管理、拡張するた
めの運用ビューを提供します。 

 

VMware Tanzuは、任意のクラウド上でモダン アプリケーションを構築、実行、管理するための製品および
サービスのポートフォリオです。マルチクラウドの運用をシンプルにするとともに、開発者が適切なリソースへ簡
単にアクセスし、開発をより迅速に進められるようにします。VMware Tanzuは、開発チームと運用チーム
がビジネスに大きな変化をもたらす結果を生み出すために新たな方法で連携することを可能にします。 

主なユース ケースは次のとおりです。 

• 既存のアプリケーションのモダナイゼーション：お客様は、既存のワークロードをコンテナー化して
クラウドで実行し、セキュリティと管理の面ですぐに成果を上げるか、あるいは、ビジネスに必須の
既存のアプリケーションを再構成して書き換え、継続的にデリバリーされるようにするとともにレジリ
エントにするか、のいずれかを選択します。同時に、お客様は、セキュリティ、安定性、拡張性を
念頭に、ITインフラストラクチャをモダナイズし、運用をシンプルにすることができます。 

• 開発者のエクスペリエンスの向上：Tanzuを使用すると、開発者は包括的なソフトウェア サプ
ライチェーンを介して迅速かつ継続的に本番環境にアクセスできます。開発者は自動化された安
全なプラットフォームを使用してソフトウェアを迅速に提供できます。また、アプリケーション コンポー
ネント、データベース、ランタイムなど、オープンソース ビルディング ブロックのセルフサービス カタログ
にアクセスできます。さらに、本番環境でのアプリケーションの可視性を維持してトラブルシューティ
ングを迅速化し、アプリケーションを改善できます。 

• 企業における Kubernetesの採用の加速：VMware Tanzuは、事前統合済み、検証済み
のコンポーネントを使用して完全で簡単にアップグレード可能な Kubernetesのランタイムを提供
し、Day 1 と Day 2の Kubernetes運用の負荷に対応します。VMware Tanzuを使用するこ
とにより、お客様は、データ センター、パブリック クラウドおよびエッジのすべてにわたって同じ
Kubernetesを実行し、すべての開発チームに一貫性のある安全なエクスペリエンスを提供する
ことができます。また、既存のデータ センター ツールとワークフローとともに使用することにより、お客

VMware Tanzu 
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様の VMwareプライベート クラウドで、適合した Kubernetesへの安全なセルフサービス アクセ
スを開発者に提供することもできます。 

• シンプルにクラウドへ移行：クラウドへの移行は、単にインフラストラクチャの問題ではなく、むし
ろ、クラウドで実行可能なアプリケーションの確保の問題です。VMware Tanzu と Pivotal Labs
は、お客様による既存のアプリケーションのモダナイゼーションを支援し、新しいクラウド ネイティブ 
アプリケーションを構築するための最善の方法を提供します。お客様は、準備が整ったタイミングで
アプリケーションをクラウドに移行させることができ、運用上の必要性に応じてさまざまなクラウドに
アプリケーションを移動させるための移植性を手に入れることができます。 

• クラウド、クラスター、アプリケーションの一元管理：VMware Tanzuは、複数のチームとクラ
ウドにまたがるお客様のすべての Kubernetes クラスターに対して、一元化されたライフサイクル管
理とポリシー管理を提供します。マイクロサービスを導入しているお客様の場合、完全なサービス 
メッシュ管理を使用して Tanzuを拡張できます。また、観察プラットフォームを利用して、各チー
ムがアプリケーションの運用状況を理解し、ビジネスに影響が及ぶ前にリアルタイムで問題を解決
することができます。 

図 39は、VMware Tanzuのポートフォリオを示しています。次のカテゴリーに分類されています。 

構築： 

• Tanzu Application Service：ソフトウェアのリリースと運用を自動化する、本質的に安全で
拡張性の高いプラットフォームです。Spring、.NET、Go、Node.jsなどに向けて最適化されてい
ます。 

• Tanzu Application Catalog：Bitnami コレクションからオープン ソースの本番環境対応のコ
ンテナーを集めたものでカスタマイズ可能です。 

• Tanzu Build Service：エンタープライズ スケールでのコンテナーの作成、管理、制御を自動
化します。 

• Tanzu Data Services：リアルタイムのモダン アプリケーションにオンデマンド データ レイヤーを
提供するデータ サービスおよびメッセージング サービス（GemFire、RabbitMQ、SQL）のバン
ドルです。 

• Spring：クラウド ネイティブの開発を加速する世界で最も人気のある Java フレームワークです。 

実行： 

• Tanzu Kubernetes Grid：マルチクラウド インフラストラクチャ全体の運用を合理化するエン
タープライズ対応の Kubernetes ランタイムです。また、このランタイムは、vSphere 7でサービス
として Kubernetes と統合されており、既存のソフトウェアと同時にモダン アプリケーションを実行、
管理することができます。 

管理： 

• Tanzu Mission Control：複数のチームおよびクラウドにまたがって Kubernetes インフラスト
ラクチャとモダン アプリケーションを一貫して運用、保護するための一元化された管理機能を提供
します。 

• Tanzu Service Mesh：任意のランタイムと任意のクラウドにまたがってマイクロサービスのエンド
ツーエンドの運用ネットワーキング、可視性、セキュリティを提供します。 

• Tanzu Observability：マルチクラウド エンタープライズ全体のインフラストラクチャとアプリケー
ションの稼働状況を観察、分析するための一元化されたプラットフォームを提供します。 



 付録 E：VMware SDDCの共通コンポーネントの詳細 

 

67 VMware Cloud Foundation on Dell EMC VxRail 
ホワイト ペーパー 

 
 
  

サービス： 

• VMware Pivotal Labs を使用することにより、お客様は、ソフトウェアを構築、運用するための
最新の方法を実装できます。アプリケーションの開発プロジェクトやモダナイゼーション プロジェクト
を結果指向の反復方式で実行するのに役立ちます。Pivotal Labsを使用することにより、お客
様は新しいクラウド ネイティブ アプリケーションの作成、既存のアプリケーションのモダナイゼーショ
ン、製品としてのプラットフォームの運用、Kubernetesを使用した運用の変革を実行できます。 

 

図 39： VMware Tanzuのポートフォリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


